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西
田

幾
多
郎
の

「

場
所
」

に

見
る

序

「

形
な

き
も
の

の

形
」

　
　
　
　
　
　
　
　

上

原
麻
有
子

　
「

場
所
」

と

い

う
概
念
は、

西

田

幾
多
郎
（

一

八

七

〇

〜
一

九

四

五

年
）

の

中
期

思

想
を

特
徴
づ

け

る

も

の

で
、

こ

れ

が

以

後
後
期
思

想
の

体
系
化、

論
理
化
を

完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1）

さ

せ

る
こ

と

に

な

る
。

一

九
二

六

年
発
表
の

論
文
一、
場
所
L

で

は、
「

場
所
」

の

概

観
が

詳
細
に

論
じ

ら

れ

た

が
、

初
期
同

様、

認

識
論
的
色
合
い

の

濃
い

中
期
思

想
か

ら、
「

他
者
」

を

取
り

入

れ

て

「

生
」

や

「

実
存
」

の

側
面
を

得
た

「

歴

史
的
世

界
」

の

視
点
で

「

個
物
」

を

捉
え

よ

う

と

す

る

後
期
の

思

想
に

至
る

ま

で
、

そ
の

根
幹
を

な

し

た

の

が

「

場
所
」

の

論
理

で

あ

る
。

こ

の

「

場
所
」

の

論
理

は

哲
学
体
系
化
の

過

程
で、

様
々

な

矛
盾
に

満
ち
た

現
実
の

世
界
を

見
る

論
理

、

「

絶
対
矛
盾
的
自
己

同
一
」

と

い

う

様
相
へ

と

複
雑
さ

を

増
す

。

そ

し

て、

弟
子

、

下
村
寅
太
郎
の

評
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）

る

「

記
念
碑
的
意
義
を

も

つ
」

こ

の

新
概
念
は、

経
済
哲
学
と
い

う

領
域
を

開
拓
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3）

た

左
右
田

喜
一

郎
に

よ

っ

て

「

場
所
」

の

刊
行
直
後、
「

西

田

哲
学
」

と

称
さ

れ

る

に

至
っ

た

の

で

あ
る
。

　
西

田

は、

近

代
の

西

洋
哲
学
は、
「

主

観
的
」

あ

る

い

は

「

客
観
的
」

ど

ち
ら

か

一

方
の

立

場
を

取
る

以

外
の

発
想
を

持
た

な

か

っ

た

と

批
判
す

る
。

そ

し

て、

主

観

客
観
の

対
立

が

未
発
達
で

あ
っ

た

ギ

リ

シ

ャ

哲
学
へ

の

回

帰
を

通

し

て

二

元
論
を

脱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

し、

両

者
を

「

包
む

論
理
」

を

要

請
す
る
。

従
っ

て

「

場
所
」

は、

実

在
を

対
象
化

せ

ず、

主

観
も

論
理
の

内
に

含
ん

で

し

ま

う
よ

う

な

新
し
い

哲
学
の

方

法
と

し

て

成

立

し

た

も

の

だ

と

言
え

る
。

　
日

本
で

「

哲
学
」

と
い

う

と、

明
治
時
代
に

発
す
る

近
代
化
を

機
に

西

洋
哲
学
を

導
入

し

た

こ

と

で

開
か

れ

た

「

学
問
領
域
」

を

指

す
こ

と

に

な

る
。

「

日

本
哲
学
」

と

限
定
し

た

場
合
も

同
様
で、

思

想
史
上

は、

西

洋
哲
学
を

成
立

の

根
底
に

持
ち、

日

本
・

東
洋
思

想
の

伝
統
を

受
け

継
い

だ、

近
代
以

降
に

位
置

す
る

学
問
だ

と

理

解

す
る

の

が

通
例
で

あ

ろ

う
。

西
田

哲
学
も

東
西
の

思

想
の

流
れ

を

汲
ん

で

い

る

が、

執
筆
さ

れ

た

テ

キ

ス

ト

の

中
で

は

西
洋
哲
学
批
判
が

主
に

展
開
さ

れ

て

お

り、

東
洋

思
想
は

言
及

さ

れ

て

い

る

も

の

の
、

同

様
の

扱
い

が

な

さ

れ

て

い

る

よ

う
に

は

思
え

な

い
。

し

か

し

な
が

ら

西

田

研
究
に

お

い

て、

東
洋
思
想、

特
に

仏
教
と

の

関
連
が

論
じ

ら

れ

る

こ

と

は

多
い
。

そ

の

際、

西

田

の

禅
体
験、
「

自
覚
」

や

「

無
一

な

ど

彼
の

哲
学
体
系
で

要

所
に

配

置
さ

れ

た

概
念、

あ

る

い

は

後
期
思

想
の

最
後
を

飾
っ

た

宗
教
論
な

ど

が、

主

要

テ

ー

マ

と

し

て

し

ば

し

ば

挙
げ

ら

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
〔
5）

　
西

田

自
身
の

『

日

記
』

を

探
れ

ば
、

青
年
期
の

お

よ

そ

十
年
間、

集
中
し

て

参
禅

に

勤
し

ん

だ
こ

と

も

容
易
に

理
解
で

き

る
。

禅
は、

諸
宗
教
に

比

し

て

事
実
の

直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
6）

性
と

事
実
の

説
明
の

乖
離
断
絶
が

徹
底
し

て

い

る

こ

と

を

特
徴
と

し、

哲
学

の

根
本

と

し

て

の

論
理

は

否
定
さ

れ

る。

身
を

持
っ

て

こ

れ

を

体
験
し

た

後、

一

九

＝

年、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7）

『

善
の

研
究
』

を

著
す

。

主

客
の

区
分
な

く

「

事
実
そ
の

儘
に

知
る

」

「

純
粋
経
験
」

の

哲
学
の

始
ま

り

で

あ
る

。

と
こ

ろ
が

自
ら
の

哲
学
へ

の

禅
の

影
響
を

隠
す

か

の

よ

西

田

幾
多
郎
の

「

場

所
」

に

見
る

「

形

な

き

も

の

の

形
」

上

原
麻
有

予

＊

言
語
文
化
学

科
　
准
教
授

　
近

代
日

本
哲
学
・
翻

訳
学

65
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明
尾

大

学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言

語

文
化
学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

66

う
に、

テ

キ
ス

ト

中
に

は

関
連
を

証

言
す
る

言
葉
は

な

い
。

そ

れ

で

も

弟
子
の

西

谷

　
　

　

　
　
〔
8）

啓
治
や

森
本
孝
治
の

問
い

に

対
し

て

は、

禅
的
な

も
の

が

背
後
に

あ
る

こ

と

を

認

め

て

い

る
。

以
下

に

引
用
す
る

西

谷
へ

の

書
簡
は

そ

の

証

言
で

あ

る

が
、

同
時
に

、

そ

こ

に

は

な

ぜ

西

田

が

禅
の

影
響
を

積
極
的
に

明
か

さ

な

か

っ

た

の

か
、

そ

の

思
い

が

察
せ

ら

れ

る
。

…

…

私
は

固
よ

り

禅
を

知
る

も
の

で

は

な
い

が

元

来
人

は

禅
と

い

ふ

も

の

を

全

く

誤
解
し

て

居
る

の

で

　
禅
と
い

ふ

の

は

真
に

現

実
把
握
を

生

命
と

す
る

も
の

で

は

な
い

か

と

お

も

ひ

ま

す
　
私
は

こ

ん

な

こ

と

不
可

能
で

は

あ

る

が

何
と

か

し

て

哲
学
と

結
合
し

た

い

…

…

　
し

か

し

君
だ

か

ら

よ
い

が

普
通
無
識
の

徒
が

私
を

禅
な

ど

と

言
ふ

場
合
　
私
は

極
力

反
対
い

た

し

ま

す
　
そ

ん

な

人

は

禅
も

知

ら

ず

　
私
の

哲
学
も

分
ら

ず

　
X
と

Y
と

が

同

じ

い

と

言

つ

て

い

る

に

す

（

9）
ぎ

ぬ

の

思

索
に

ほ

ぼ

限
定
し

て

こ

れ

を

整
理

し、

そ

の

輪
郭
を

描
い

て

み

た

い
。

「

思
索

し

な

が

ら

そ

の

ま

ま

を

書
い

た
」

と

言

わ

れ

る

西
田

の

論
文

は、

決
し

て

読
み

や

す

い

も

の

で

は

な
い

。

テ

ー

マ

が

形

を

変
え

度
々

繰
り

返

さ

れ

る

論
の

進

め

方
と

特
殊

な

文
体
は
、

思
索
内
容
の

複
雑
さ、

難
解
さ

を

反
映
し

て

い

る

よ

う
で

あ
る
。

こ

の

よ

う
な

理
由
か

ら、
「

場
所
」

に

関
す
る

研
究
の

第
一

歩
と

し
て、

西

田

の

論
を

明

確
に

構
成
し

直
す
こ

と

も

重

要
な

作
業
の

一

つ

で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

　
先
に

概
観
し

た

通

り
、

西

田

哲
学
は

東
西

思

想
の

交
差
の

「

場
所
」

と

も

い

う
べ

き

も

の

で

あ

る
。

西

田

自
身
が、
「

場
所
」

の

論
理

に

取
り

組
む

過

程
で

表
現
し

よ

う
と

企

図
し

た

も

の

は、
「

形

な

き

も

の

の

形
」

で

あ
っ

た
。

こ

れ

が

如
何
な

る

も

の

で

あ

る

の

か

を

読
み

と

り

つ

つ
、

「

場
所
」

に

つ

い

て

の

考
察
を

進
め

て

ゆ

く

こ

と

に

す

る
。

1
　
「

場
所
」

と

い

う
語
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「

場
所
」

は
、

禅
と

「

立

場
」

を

同

じ

く

す
る

「

純
粋
経
験
」

が

「

自
覚
」

へ

と

発
展
し
、

さ

ら

に

論
理

化
さ

れ

た

も
の

で

あ

る

と

さ

れ

て

い

る
。

西

田

の

主

要
概
念

で

あ

る

「

純
粋
経
験
」

と

は
、

判
断
を

加
え

る

手
前
の

事
実
そ

の

ま

ま

の

経
験
を

意

味
す
る
。

ま

た、
「

自
覚
」

は
、

西
田
の

言
葉
を

借
り

れ

ば
、

「

自
覚
に

於
て

は、

自

己

が

自
己

の

作
用
を

対
象
と

し

て
、

こ

れ

を

反
省
す
る

と

共
に、

か

く

反
省
す
る

と

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　〔
10）

い

ふ

こ

と

が

直
に

自
己

発

展
の

作
用
で

あ

る、

か

く
し

て

無
現

に

進

む
」

こ

と

で

あ

る
。

「

純
粋
経
験
」

を

洗
練
さ

せ

た

「

自
覚
」

は

仏
教
用

語
で

も

あ

る

こ

と

か

ら、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
11）

両

者
に

お

け

る

概
念
の

関
連

性
も

十
分
認
め

ら

れ

る
。

従
っ

て

こ

の

よ

う
な

「

場

所
」

に

は、

禅
的
な

も

の
、

仏
教
的
な

も

の

が

底
流
に

横
た

わ
っ

て

い

る

と

言
っ

て

も

差
支
え

な
い

で

あ

ろ

う
。

　
本
稿
で

は
、
「．
場
所
」

の

論
理
の

成
立

期、

つ

ま

り
一

九

二一
二

〜
【

九

二

九
年
頃

　

西
田

哲
学
は、

明

治
時
代、

西

欧

語
か

ら

翻
訳
さ

れ

た

哲
学
用

語

を

採
用

す
る
一

方、

独
自
の

術
語
も

豊

富
に

生

み

出

し

た
。

翻
訳
語
は、

儒
教、

仏
教
か

ら

の

借
用

や、

等
価
の

概
念
が

な

い

場

合
は

熟
語

の

造
語
な

ど

に

よ
っ

て

形

成

さ

れ

た
。

例
え

ぱ、
コ

主
観
L

は
。。

＝

9
Φ

9
を

翻
訳
す
る

た

め
に

西

周
が

考
案
し

た

熟
語

で

あ

る
。

西

田

の

主
要
概
念
を

表
す
用

語
と

し

て

は

「

自
覚
」

が

挙
げ
ら

れ

る

が、

こ

れ

は
、

「

自
己

意
識
」

、

「

自
意

識
」

と

共

に

ω

巴
噛・
OO

コ
ω

O

δ
O
ω

⇒

霧
の、

ω
Φ

8
°・

9
¢

≦
＝

ゆ

房
飢
⇒

の

訳
語
で

あ

り、

ま

た

仏
教
用
語
で

も

あ
る。

西

田

は

「

自
覚
」

を

採
用

し

独
自
に

概
念
形
成
を

行
っ

た。

し

か

し

今
度
こ

れ

を

西
欧
の

起
点
言

語
に

翻

訳
し

返

す
の

で

は

不
十
分
な

結
果
と

な
っ

て

し

ま

う。

　
「

場
所
」

は
、

「

場
」 、
「

所
」 、
「

処
」

と

同

議
で

あ

る
。

従
来、

哲
学
・

思

想

の

用

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　〔
12）

語

で

は

な

く
、

日

常
語

と

し

て

用
い

ら

れ

る

語
で

あ
っ

た。

従
っ
て
、

他
の

西

田

の
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用
語

と
は

起
源
を

異
に

す
る

。

し

か

も

和
製
語
で

あ

る

こ

と

が
、

『

新
世
紀
現
代
漢

　

（

13）

語
詞

典
』

に

明
記
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は、

西

田

の

「

場
所
」

の

独
創
性
に

つ

な
が

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

　

　

　

　

　

　
〔
14）

　
『

比

較
思
想
事
典
』

の

「

場
所
」

の

項
目

を

執
筆
し

た

上

田

閑
照
氏
は、
「

哲
学
に

お

い

て

「

場
所
」

が

主

要

な

範
疇
の

一

つ

に

な
っ

た

の

は

西

田

哲
学
に

お

い

て

で

あ

る
L

と

し、
『

哲
学
事
典
』

（

平
凡

社、

一

九
八

五

年
） 、

『

哲
学
・

思
想
事
典
』

（

岩

波
書
店、

一

九
九

八

年
）

の

い

ず
れ

に

も

項
目

と

し

て

出
て

い

な

い

が
、

後
者
に

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
15）

「

場
所
の

論
理
」

の

項
目

が

あ

る

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る
。

た

だ
、

管
見
に

よ

る

と

『

哲
学
小

辞
典
』

（

岩
波
書
店、

一

九
五

〇
年
）

に

は、
「

場
所
」

の

項

目

が

あ

り、

訳
語
の

○

訴

（

独
）

、
梓

oOo

の

（

＆
き
の

、

希
） 、

δ
o
億
o墜

（

拉）

を

示
し

た

上

で、

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
16）

リ

ス

ト

テ
レ

ス
、

プ

ラ

ト

ン

学
派、

ヴ
ォ

ル

フ
、

西

田
の

順
で
、

各
「

怛
吻

所
」

の

概

　

　

　

　

　

　

（
17）

念
に

言
及

し

て

い

る
。

　

日

常
語
「

場
所
」

を

翻
訳
で

き

そ

う
な

用
語
に

は、
『

哲
学
小

辞
典
』

が

示

し
た

三

語

の

他、

ω
一

Φ

臨
Φ、

勺
HP

け

N

（

独
）

、

亘
蝉
O
  、

δ
O
餌

江
O
口、
の

OO
→

（

英
） 、

匡
Φ
彊、
 

コー

α
『

o

詳、

Oo
ω

三
〇

昌

（

仏
）

な

ど

が

考
え

ら

れ

る

が
、

ま

だ

多
数
あ

る

は

ず
だ
。

で

は
、

い

わ

ゆ

る

「

場
所
」

を

意
味
す
る

用
語
は

、

西

洋
哲
学
の

伝
統
に

お

い

て

ど

の

よ

う
に

使
わ

れ

て

き

た

の

で

あ

ろ

う
か
。

概
観
す
る

と
、

「

自
然
哲
学
」

あ

る

い

は

「

自
然
学
」 、

そ

し

て

「

精
密
科
学
」 、

「

修
辞
学
」

、

「

批
判
哲
学
」

の

分
野

に

お

い

て

　

　

　

　

　

　〔
18）

使
用
が

見
ら

れ

る
。

「

自
然
哲
学
」

／
「

自
然
学
」

で

概
念
規
定
を

行
っ

た

哲
学
者

と

し

て

は、

主

に

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス
、

デ

カ

ル

ト、

へ

ー

ゲ

ル

が

挙
げ

ら

れ

る

だ

ろ

う。

プ

ラ

ト

ン

の

R
＆
b
食

（

コ

ー

ラ

ー
）

も

「

場
所
」

を

意
味
す
る

言
葉
で

あ

る

が
、

こ

れ

に

つ

い

て

は
、

西
田

が

注
目

し

た

重
要

な

概
念
で

あ

る

の

で、

後
ほ

ど

論
じ

る

こ

と

に

す

る
。

　

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

は
、

「

場
所
」

（

ト

ポ

ス
）

は

そ

こ

を

占
め

る

物
体
と

は

別
の

も

の

で

あ

る

と

し

た
。

ま
た
、

物
体
の

入
れ

物
の

内
側
の

第
一

の

境
界
が

「

場
所
」

で、

西
田

幾
多

郎
の

「

場
所一
に

見
る

］

形
な

き

も

の

の

形
」

上

原
麻
有
于

そ

れ

自
身
は

不

変
不
動
で

あ

る
。

そ

し

て、

そ

れ

ぞ

れ

の

物、

要
素
に

は

お

の

お
の

特
定
の

「

場
所
」

が

あ

り、

自
分
の

「

場
所
」

に

置

か

れ

て

い

る
。

宇
宙
に

あ

る

あ

ら

ゆ
る

も

の

は、

何
ら
か

の

「

場
所
」

に

置

か

れ

て

い

る

が
、

唯
一

完
全
な

宇
宙
だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
19）

け

は、

ど
こ

か

に

あ

る

と

も

言
え

な
い

不

動
の

最
終
的
な

「

場
所
」

な
の

で

あ

る
。

以

上

の

こ

と

は、
『

自
然
学
』

第
四

巻
に

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
20）

　

デ

カ

ル

ト

は、
『

哲
学
の

原
理
』

（

一

六

四

四

年
）

の

第
二

部
で

「

空
間

と

場
所
」

に

つ

い

て

考
察
し

て

い

る
。

空
間
と

「

場
所
」

は
、

異
な

る

も

の

と

考
え

ら

れ

る
。

「

場
所
」

は

大

き

さ

や

形
よ

り

位
置
を

明
確
に

示

す

も

の

で

あ

る
。

あ

る

物
が

あ

る

所
か

ら

別
の

所
へ

動
く

場
合、

同

じ

大
き

さ、

同

じ

形
の

ま

ま

で

な

く

て

も

よ

い

が、

同
じ

空

間
を

占
め
て

い

る

と
い

う
こ

と

は

不
可
能
だ

。

一

方
、

位
置
が

変
わ

る

と、

大
き
さ

や

形
が

保
た

れ

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

「

場
所
」

も

変
わ

る
。

あ

る

「

場

所
」

に

あ
る

「

存
在
」

と

は、

何
ら

か

の

方
法
で
、

別
の

物
に

対
し

て

位
置

し

て

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

21）

る

「

存
在
」

だ

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

　

へ

ー

ゲ

ル

は

『

エ

ン

チ

ク

ロ

ペ

デ
ィ

』

（

一

八

三

〇
年、

第
三

版
）

の

「

自
然
哲

学
」

第
｝

節
で、

空
間
に

始
ま

る

規
則
正

し

い

進

行
の

第
三

契
機、

お

よ

び

時
間
と

の

連

続
と

し

て

の

「

場
所
と

運

動
」

に

つ

い

て

論
じ

て

い

る
。

「

場
所
」

と

は
、

空

間
に

お

け

る

否
定
的
限
定、

つ

ま

り

唯
 

限
定
の

点
と

し

て

弁
証
法

的
に

理

解
さ

れ

る

も

の

で

あ

る
。

唯
一

限
定
の

点
と

は、

即

自
で

あ

る

と

い

う
だ

け

で

は

な

く
、

時

間
の

完
全

な

否
定
性
に

よ
っ

て
旦
ハ

体
的
に

媒
介
さ

れ

る
。

空

間
的
「

今
」

と

し

て

の

「

場
所
」

は、

弁
証
法
的
運
動
条
件
で

あ

る、

空
間
と

時
間
と
の

相
互

流
動
性
を

意

　

　（
22）

味
す
る。

　

先
ほ

ど

言
及

し

た

分
野
の

中
で

、

「

精
密
科
学
」

に

は、

フ

ラ

ン

ス

語

で

「

場
所
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
23）

と

い

う
言
葉
を

含
む

冨
ロ

熄
O
ヨ

傘
急
ρ
ロ
  、

つ

ま

り

「

軌
跡
」

が

あ

る。

そ

の

他、

「

修
辞
学
」

に

は、
「

常
套
句
」 、
「

決
ま

り

文

句
」

な

ど

を

表
す

や

は

り

フ

ラ

ン

ス

語

の

鬥
す
億

8
日

B
庫

コ

が、
「

批

判

哲

学
」

に

は

密
広

肓
9
口
ω

o

窪
〇
四

暮
巴、

つ

ま

り67

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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号

　
二

〇

〇

八

年

「

超
越
論
的
場
所
」

が

あ

る
。

前
者
は

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

「

ト

ポ

イ
」

に

由
来
す

る

用
語
で、

弁
証
術、

弁
論
術
に

お

け

る

議
論、

推
論
の

出
発
点、

ま

た

論
証、

議

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　〔
24
）

論
が

蓄
積
さ

れ

る

「

場

所
」

の

こ

と

で

あ

る
。

後
者
は

ド

イ

ツ

語
窪

窪
の

N
Φ

コ
匹

8−

け

里
Φ

○
葺

の

訳
語
で、

カ

ン

ト

の

説
明
で

は

「

感
性
か、

あ
る

い

は

純
粋
悟
性
か

に

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　（
25）

お

い

て、

あ

る

概
念
を

あ

て

が

う

と

こ

ろ
」

と

な

っ

て

い

る
。

そ

れ

に

関
連
し

て

→
o
℃

貯
（

独
）

と

い

う
用
語
も

あ

り、

こ

れ

は

「

あ

ら

ゆ

る

概
念
の

区

分
の

こ

と

で、

　

　

　
　
　
　

（
26）

記
憶
を

助
け

る

も

の
」

だ

と

い

う
。

概
念
が

「

純
粋
悟
性
」

と

「

感
性
」

の

ど

ち

ら

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

（
27）

に

属
す
る

の

か

を

判
定
す

る

の

が

→

8
時、
「

場
所
論
」

で

あ

る
。

　

こ

の

よ

う

に

観
察
し

た

限
り

で

の

「

場
所
」

の

哲
学
概
念
は、

西

田

の

「

場
所
」

と

は

異
質
の

も

の

で

あ

る

こ

と

が

分
る

。

従
っ

て、

西

洋
哲
学
の

伝
統
に

対
比

し

た

場
合、
「

場
所
」

を

主
題

化
し

哲
学
体
系
の

中
心

に

据
え

た

の

は

西

田

が

初
め

て

だ

と

い

う
こ

と

に

な

ろ

う
。

西

田

自

身
は、

物
理

学
の

「

力
の

場
」

や

心

理

学
の

「

意

　

　（
28）

識
の

野
」

の

考
え

方
を

参

考
に

し

て

い

る
。

「

場
」

も

「

野
」

も

英
語

な

ら

⇒
Φ

冠

に

相
当
す
る

語
で

あ

る
。

「

場
所
」

と

い

う
語
を

選

ん

だ

の

は、

自
ら
の

概
念
の

新

し

さ

と

独
自
性
を

自
負
し

た

か

ら

で

あ

ろ

う

か
。

　

以

上

の

よ

う
に、

「

場
所
」

と

い

う
語
自
体
に

こ

だ

わ
っ

て

比
較
す
べ

き

概
念
を

探
す

と、

視
野
に

入

る

も

の

は

限
ら

れ

て

し

ま

う
。

し

か

し、

上

田

氏

に

従
い
、

存

在
の

「

場
所
」

と

し

て

の

入
間
の

自
己

理

解
の

基

本
的
一

主

題
と

説
明
で

き

る、

「

場
所
」

の

一

般
的
な

考
え

方
か

ら

す
れ

ば、
「

場
所
」

は
、

世
界
の

様
々

な

文
化
伝

統
に

お

い

て

観
察
で

き

る

も

の

だ

と

い

う
こ

と

に

納
得
が

ゆ
く

。

氏

は、

「

場
所
」

性
を

具
え

た

思
想
と

し

て、

浄
土

教
の

「

穢
土
」

と

「

浄
土
」

、

中
国

古
典
に

お

け

る

「

人

間
」

（

じ

ん

か

ん
）

と

「

天

地
」

、

「

桃
源
郷
」

、

「

ユ

ー

ト

ピ

ア
」 、
「

黄
泉
の

国
」 、

「

地
獄
・

極
楽
」 、

華
厳
思
想
に

お

け

る

「

四

法
界
」 、

密
教
の

「

曼
陀
羅
」

な

　

　

　
　
　
　

　
（
29）

ど

を

例
に

挙
げ
て

い

る。

そ

し

て
、

西

田

の

「

場
所
」

も

「

人

間
の

自
己
理

解
」

と

い

う

主

題
の

も

と

に

成
立

し

た

哲
学
概
念
で

あ

る

と

言

え

る

の

だ
。

68

2

東
西
文
化
融
合
を

背
景
と
す
る
「

場
所
」

　

哲
学
は

言
語
で

表
現

さ

れ

る

こ

と

が

前
提
で

あ

り、

各
文

化
圏
の

言
語
で

表
現
さ

れ

た

哲
学
は、

そ

れ

ぞ

れ

の

文
化
を

反
映
し

た

思
索
の

跡
を

残
し

て

い

る

も

の

だ
。

哲
学
も

文
化
の
一

つ

で

あ

る

と

考
え

ら

れ

る

は

ず
で

あ

る
。

東
洋
的

な

も

の

と

西

洋

的
な

も

の

の

交
差
し

た

「

場
所
」

の

輪
郭
を

浮
き

彫
り

に

す

る

に

当

た

り、

西

田

の

各
文
化
に

対

す
る

見
解
を

確
認
し

て

お

く

こ

と

も

不

要

で

は

な
い

。

「

場
所
」

を

収

録
し

た

『

働
く

も

の

か

ら

見
る

も

の

へ

』

（
一

九

二

六

年
）

の

「

序
」

に

あ

る
一

節

が、

哲
学
的
方
法
と

し

て

の

「

場
所
」

を

生

み

出
し

た
、

西

田
の

哲
学
的
企

図

を

明

ら

か

に

し

て

い

る
。

比

較
文
化
的
見

地

か

ら

述
べ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る
。

形
相
を

有
と

な

し

形
成
を

善
と

な

す

泰
西

文
化
の

絢
爛
た

る

発

展
に

は、

尚
ぶ

べ

き

も

の
、

学
ぶ

べ

き

も
の

の

許
多
な

る

は

言

ふ

ま

で

も

な
い

ぶ
、

幾
千
年
来

我
等
の

祖
先
を

孚
み

来
つ

た

東
洋
文
化
の

根
柢
に

は、

形
な

き

も

の

の

形
を

見、

声
な

き

も

の

の

声
を

聞
く

と

言
つ

た

様
な

も

の

が

潜
ん

で

居
る

の

で

は

な

か

ら

う

か。

我
々

の

心

は

此

の

如
き

も

の

を

求
め

て

已

ま
な

い
、

私

は

か

」

る

要
求

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　（
30）

に

哲
学
的
根
拠
を

与
え

て

見

た

い

と

思
ふ

の

で

あ

る
。

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（
田）

　

西

洋
文
化
に

学
び

な

が

ら

も

そ

れ

に

対

し

て

自
分
の

「

立

場
を

主

張
」

す
る

た

め、

自
分
自
身
が

思

索
の

場
と

し

て

き

た

文
化
の

本
質
を

見
つ

め

直

し、

取

り

入

れ

て、

新
し

い

哲
学
を

作
り

上

げ

る

べ

き

だ

と

い

う
気
概
が

読
み

取
れ

る
。

こ

の

態

度
は、

後
に
、

一

九

三

七
年
の

講
演、
『

学
問
的
方
法
』

の

中
で

、

東
洋
文

化
の

弱

点
は、

西

洋
文
化
の

よ

う

に

学
問
と

し

て

発

展
し

な

か

っ

た

こ

と

に

あ

る

と

主
張
さ

れ

る

よ

う
に

な

る
。

西

洋
文
化
の

根
底
を

把
握
し

つ

つ
、

東
洋
文
化
の

根
底
か

ら

西

洋
と

は

N 工工
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異
な
っ

た

方
向
を

捉
え

て、

人

類
文
化
そ
の

も

の

の

本
質
を

明
ら

か

に

す

る

新
し

い

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
〔
32）

論
理

が

必

要
だ

と、

西

田

は

説
く

の

で

あ

る
。

　

東
西

文

化
の

対
比

を

言
わ

ば

直
観
的
に

言
い

得
た

こ

の

下

り

に

は、

取
り

合
え

ず

納
得
さ

せ

ら

れ

る
。

「

形

相
を

有
と

な

し
形
成
を

善
と

な

す
」

と

い

う
西

洋
文

化
の

特
徴
は、
「

形
あ

る

も

の
」 、
「

形
成

さ

れ

る

も

の
」

が

「

実
在
」

だ

と

い

う
考
え

に

基
づ

い

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

東
洋
文

化
は、
「

形
な

き

も

の
」 、

つ

ま

り

「

無
」

の

立

場
に

立

つ

の

だ

と

理

解
で

き

る
。

「

無
」

と

い

う
の

が

実
は

「

場
所
」

の

特

性
で

あ

り、

西

田

研
究
に

お

い

て

は、

仏
教
的
な

も

の

と

の

関
連
性
も

し

ば

し

ば

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
「

形
な
き

も

の

の

形
を

見、

声
な

き

も

の

の

声
を

聞
く

」

と

い

う
こ

と

に

は、

「

見

え

な
い

も

の

を

見
る
」 、
「

聞
こ

え

な

い

も

の

を

聞
く
」

と

い

う

矛
盾
が

含
ま

れ

て

い

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　〔
23）

る
。

西
田

は

後
に、

無
形
で

あ

り

な

が

ら

有
形

で

あ

る

性
質
を

「

音
楽
的
」

だ

と

も

言
っ

て

い

る

が
、

「

声
な

き

も

の

の

声
を

聞
く

」

と
い

う

発
想
の

再
表
現
で

あ

ろ

う
。

『

働
く

も

の

か

ら

見
る

も

の

へ

』

で

は、

こ

の

簡
潔
な

日

本
文

化
の

特
徴
づ

け

に

関

す

る

詳
述
も

な

さ

れ

て

い

な
い

が
、

一

九

三

四

年
の

「

形
而
上

学
的
立

場
か

ら

見

た

　
　

　

　
　
　
　

（
34）

東
西
古
代
の

文
化
形
態
」

で

は、

ま

と

ま
っ

た

文
化
論
が

展
開
さ

れ

る

こ

と

に

な

る
。

以

下、

哲
学
的
な

問
題

は

省
略
し

て、

文

化
論
の

み

の

要
点
を

紹
介
す

る
。

　
文
化
形
態
に

は、
「

内

在
的
世
界
即
ち

現
実
の

世

界
に

基
礎
を

置
く

も

の
」

と
「

超

越
的
世
界
即
ち

非
現
実
的
世
界
に

基
礎
を

置
く

も

の
」

と

が

あ

る
。

ギ

リ

シ

ャ

文
化

と

支
那

文
化
は

「

内
在
的
世
界
観
」

を、

キ

リ

ス

ト

教
と

仏
教
は

「

超

越
的
世

界

観
」

を

持
つ

。

日

本
文
化
は

内
在
的
世
界

観
の

形
態
に

属
す
る

と

考
え

ら
れ

る

が
、

ギ

リ

シ

ャ

文
化
同

様
に

「

芸
術
的
一

と

考
え

ら

れ

る

点
で

こ

れ

に

類
似
し

て

い

る
。

ギ

リ

シ

ャ

文
化
は

現

実
を

「

永
遠
な

る

も

の

の

影
」 、

言
い

換
え

れ

ば

「

知
的
対
象

の

意
義
」

を

持
つ

イ

デ

ア

を

映
し

た

も

の

と

考
え

た
。

こ

れ

に

対
し、

日

本
文

化
は

知
的
で

は

な
く

「

情
的
」

で

あ

る
。

「

情
と

は

客
観
的
に

物
を

見
な

い
」

こ

と
だ

と

西

田

幾

多
郎
の

「

場
所」
に

見

る

「

形
な

き

も

の

の

形一

上

原
麻
有
子

さ

れ

る
。

日

本
人
を

「

律
す
る

も

の
」

は

イ

デ

ア

で

も

な

く、

支
那
人
の

よ

う
に

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
35）

「

礼
教
」

で

も

な

く、

ロ

ー

マ

人
の

よ

う

に

「

法
律
」

で

も

な

く、
「

情
」

で

あ
っ

た。

　

さ

ら

に
、

「

情
」

と

「

芸

術
的
」

で

あ

る

こ

と

と

の

関
係
が

説
明
さ

れ

る
。

「

情
」

と

は

「

客
観
的
」

で

は

な

く

「

自
然
」

そ

の

ま

ま

で

あ

り、
「

情
の

発
す

る

所
は、

芸
術
的
と

な

る
」

。

形
に

す
る

こ

と

が

芸
術
の

根
本
で

あ

る

と

す
る

と、

ギ

リ

シ

ャ

で

は

「

有
形
の

中
に

無
形

を

見
た
」

が
、

日

本
で

は

「

形
に

よ
っ

て

形
な

き

も

の

を

表
」

し

た
。

実
は
こ

れ

は

「

無
の

思
想
を

基
と

す

る

東
洋
芸
術
」

全
体
の

特
徴
で
、

「

象
徴
的
と

い

う
の

で

は

な
い
、

形
な

き

も

の

の

出
現
で

あ

る
」

。

ギ

リ

シ

ャ

的
発
想

の

「

有
形
」

と

は、

い

わ

ゆ

る

知
覚
に

よ
っ

て

捉
え

ら

れ

る

も

の

で

は

な

く

「

理
性

の

対
象
」

で

あ

る

が、
「

概
念
と

い

う

様
な

も

の

で

は

な
い

」 、
「

直
観
の

対
象
と

い

う
意
味
」

を

持
っ

た

も

の

だ

と

い

う。

逆
に
、

「

情
の

対

象
と

な

る

も

の

は

知
的
に

限
定
せ

ら
れ

る

も
の

で

は

な

い、

空
間
的
に

固
定
せ

ら

れ

た

も

の

で

は

な

い
。

そ
れ

は

無
限
に

動
く

も

の
」 、

つ

ま

り

「

朝
日

に

匂
う

山

桜
か

な
」

と
い

う

句
に

見

出
せ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
36）

る

よ

う

な
、

永
遠
の

今
の

瞬
間
で

あ

る
。

　

西

田

は、

同
様
に

「

無
一

を

根
本
と

す
る

東
洋
の

文

化
で

も、
「

印
度
宗
教
の

無

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
37）

の

思

想
」

を

「

知
的
」

と

し
、

「

支
那
文

化
の

無
の

思

想
」

を

「

行
的
」

と

し、

日

本
文
化
の

「

無
」

と

は

性
質
を

異
に

す

る

と

考
え

る
。

日

本
の

「

情
的
」

な

「

無
」

は、

前
述
の

表
現

に

よ

る

と

「

形
な

き

も
の

」

に

相
当
す

る
。

こ

の

よ

う
な

「

無
」

は、
「

無
限
に

動
く

も

の
」 、

つ

ま

り

成
長

し

深
ま

る

も
の

で

あ

る

が

ゆ

え

に
、

不

足

な

く

表
現
さ

れ

尽
く

さ

れ

る

こ

と

は

な

い
。

こ

れ

が

「

形

に

よ
っ

て

形
な

き

も

の

を

表
す
」

の

意
で

あ

ろ

う
。

　

仏
教
と

の

関
連
で、

西

田

は

「

情
」

に

つ

い

て

興
味
深

い

見

方
を

示

し

て

い

る
。

我
国
文
化
は

既

に

古
代

か

ら

支
那
文
化
や

印
度
文
化

の

影

響
を

受
け

た。

し
か

し

後
に

日

本
的
仏
教
と

い

ふ

も

の

が

発
達
す

る

に

至
つ

て、

そ

れ

は

情
的
な

も69
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一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本

文

化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

の

と

な
つ

た。

浄
土

真
宗
と

日

蓮
宗
と

相
反
す
る

性
格
を

有
ち
な
が

ら

も、

共

に

情
的
と

い

ふ

こ

と

が

で

き

る
。

…

…

哲
学
的
な

華
厳
天
台
の

ご

と

き

宗
教
や

律
法
的
な

律
宗
と

い

ふ

如
き

も

の

は、

遂
に

我
国

の

宗
教
と

は

な

ら

な

か

つ

た
。

…

…

禅
宗
と
い

ふ

も

の

は

鎌
倉
時
代
の

日

本
武
士
の

精
神
と

結
合
し

た

故
で

も

あ

ら

う

が、

目

本
文

化
に

大
な

る

影
響
を

与
へ

た、

我
々

の

生
活
に

ま

で

浸
潤

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
（
38）

し

た

と
い

ふ

こ

と

も

で

き

る

で

あ

ら

う
。

　

し

か

し

残
念
な

が

ら

西

田

は、

こ

れ

以

上

の

詳
細
に

つ

い

て

述
べ

て

い

な

い
。

た

だ、

日

本
仏
教
の

発
達
に、
「

無
」

に

支
え

ら

れ

た

「

情
的
な

も

の
」

の

源
泉
が

あ

る

と

い

う
見

解
は、

こ

こ

で

確
認

し

て

お

き

た

い
。

一

九
二

六

年
に

執
筆
さ

れ

た

「

序
」

の

主

旨

に

も

重
な
っ

て

く

る

も

の

で

あ

る
。

そ

し

て、
「

哲
学
的
根
拠
を

与

え

て

見

た

い
」

と

い

う
企
図
が、
「

無
」 、
「

情
的
な

も

の
」

を

ど

の

よ

う
に

「

場
所
」

の

論
理
へ

と

導
き、

こ

れ

を

構
築
さ

せ

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

　

以
上

の

よ

う

な
こ

と

を

踏
ま

え

て、

以

下
で

は

論
文
「

場
所
」

を

読
み

解
く
こ

と

に

す

る
。

西

田

の

内
で

様
々

に

織
り

な

さ

れ

た

西
洋
哲
学
か

ら

の

獲
得
を

網
羅
的
に

示
す
こ

と
は

意
図

せ

ず、

代
表
的
な

哲
学
者
と

の

対
峙
の

み

を

取
り
上

げ
て

み

る
。

3
「

場
所
」

の

起
源
と

論
理

の

成
立

ー
ギ

リ

シ

ャ

哲
学
を

介
し

て

　
カ

ン

ト

学
派
の

哲
学
に

対
し

て

自
ら

の

立

場
を

打
ち

出
そ

う
と

す
る

途

上
、

西

田

の

思

索
に

ギ

リ

シ

ャ

哲
学
が

転
機
を

も

た

ら

す
。

こ

こ

で

は、

ま

ず
「

場
所
」

の

成

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
39）

立

起
源
を

見
る

こ

と

に

す
る

。

論
文
「

場
所
」

の

冒
頭
に

あ

る
一

節
を

引
用
す

る
。

…

…

我
と

非
我
と

の

対
立

を

内
に

包
み

、

い

わ

ゆ

る

意
識
現
象
を

内
に

成
立

せ

し

め

る

も

の

が

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

此
の

ご

と

き

イ

デ

ヤ

を

受
取

る

も
の

と

も

70

言
ふ

べ

き

も

の

を、

プ

ラ

ト

ン

の

テ

ィ

マ

イ

オ

ス

の

語
に

倣
う

て

場
所
と

名
づ

け
て

置
く。

無
論
プ

ラ

ト
ン

の

空
間
と

か、

受
取
る

場
所
と
か

い

ふ

も
の

と
、

私
の

場
所
と

名
づ

け

る

も

の

と

を

同
じ

い

と

考
え

る

の

で

は

な
い

。

（

二

〇
八

〜
二

〇

九
頁）

　
「

意
識
現
象
」

を

内
包
す

る

よ

う
な

も

の

を

考
え

て

い

た

西

田

は、

プ

ラ

ト

ン

の

「

テ

ィ

マ

イ

オ

ス

の

語
」

か

ら

「

場
所
」

と

い

う
語
の

着
想
を

得
た。
「

空
間
」 、
［

、

受

け

取
る

場
所
L 、

あ

る

い

は

「

質
料
」

な

ど

を

意
味
す

る

こ

の

ギ

リ

シ

ャ

語
と

は
、

「

コ

ー

ラ

ー
」

9Sb9

）

の

こ

と

で

あ
る

。

「

コ

ー

ラ

ー
」

は、

ま

た

プ

ラ

ト

ン

の

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
40
）

「

イ

デ

ア
」 、

つ

ま

り
…，
英

知
的
形
相
」

を

「

受

け

取

る

場
所
」

で

も

あ

る
。

プ

ラ

ト

ン

は、
「

感
覚
的
な

も

の
」

と

「

叡

知
的
形
相
」

の

違
い

と

を

区
別
す

る

た

め、
「

コ

ー

ラ

ー
」

と

呼
ば

れ

る
、

限
定
さ

れ

る

こ

と

の

な

い

第
三

者
を

想
定
し

た
。

そ

れ

は

「

生

成
的
」

、

「

空
間

的
」

な

二

重

の

側
面

を

具
え

て

お

り、

感
覚
的
な

も

の

が

「

そ

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
41）

こ

に

あ

る

も

の
」 、

ま

た

「

そ
こ

で

生
じ

る

も

の
」

と

さ

れ

る
。

要
す

る

に

西

田

の

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
〔
42）

言
に

よ

る

と、
「

形
相
に

対
す

る

質
料
」

な

の

で

あ
る

。

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

は、
「

コ

ー

ラ

ー
」

を

プ

ラ

ト

ン

の

意
味
に

解
さ

ず
「

第
一

質
料
の

欠

落
」

と

し
、

「

ト

ポ

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
娼）

ス

」

（

　’
→
d
同
O
り
）

と

同
一

視
し

た
。

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　（
44）

　
西

田

が

企

図

す
る

「

場
所
」

は、
「

質
料
的
原
理
」

に

過
ぎ

な
い

「

コ

ー

ラ

ー
」

と

は

異
な

り、

主

観
客
観
が

区
別
さ

れ

る

手

前
の

「

純
粋
経
験
」

の

「

場

所
」 、

あ

る

い

は、

何
か

を

意
識
し

た

り

考
え

た

り

す

る

と

き

に

こ

れ

を

映
す

「

意
識
野
」

な

の

で

あ

る
。

次
の

抜
粋
に

進
も

う
。

プ

ラ

ト

ン

の

哲
学
に

於
て

は、
　一

般
的
な

る

も

の

が

客
観
的
実
在
と

考
へ

ら

れ

た

が
、

真
に

す
べ

て

の

も
の

を

包
む
一

般
的
な

る

も

の

は
、

す
べ

て

の

も
の

を

成
立

せ

し

め

る

場
所
で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

い

ふ

考
に

は

到
ら

な

か

つ

た
。

此
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故
に

場
所
と

い

ふ

如
き

も

の

は

か

え

つ

て

非
実
在
的
と

考
へ

ら

れ、

無
と

考
へ

ら

れ

た

の

で

あ

る
。

し

か

し

イ

デ

ヤ

自
身
の

直
覚
の

底
に

も

か

」

る

場
所
が

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
、

最
高
の

イ

デ

ヤ

と

い

へ

ど

も

な

お

限
定
せ

ら

れ

た

も
の
、

特

殊
な

る

も
の

に

過

ぎ
な
い

…

…

（

二

二

三

〜
二

二

四

頁
）

　

西

田

は

「

コ

ー

ラ

ー
」

批
判
を

通

し

て、

自
ら

の

「

す
べ

て

の

も

の

を

成
立

せ

し

め

る

場
所
」

を

特

徴
づ

け

て

い

る

が
、

「

す
べ

て

の

も
の

」

が

何
で

あ

る

の

か

は、

こ

こ

で

は

不

明
で

あ

る
。

「

場
所
と

い

う

如
き

も
の

」

と

は、

西

田

的
「

場
所
」

と

同
一

で

は

な

く

「

コ

ー

ラ

ー
」

を

指
し

て

い

る

と

い

う
こ

と

に

注
意
し
た

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〔
45）

　

ギ

リ

シ

ャ

哲
学
で

は

「

形
相
を

有
と

考
へ

た
」

が
、

そ

の

「

形
相
」

を

「

受
け

取

る

場
所
」

で

あ

る

「

コ

ー

ラ

i
」

は
「、
形
相
」

と

は

別
の

も

の、

生

成
す

る

も

の

の

あ

る

と

こ

ろ

な

の

だ
。

「

形
相
」

は

「

意
識
に

直
接
映
さ

れ

た

る

も

の
」

、

「

直
接
に

　

　

　

　

（
46）

現
れ

る

物
の

姿
」

の

こ

と

で
、

そ

れ

が

「

イ

デ

ヤ

自
身
の

直
覚
」

と

い

う

表
現
に

も

つ

な

が

る

と

思
わ

れ

る
。

感
覚
的
な

「

物
は

イ

デ

ヤ

の

影
を

宿
す

も

の
、

イ

デ

ヤ

を

分
有
す

る

も

の
」

で

あ

る
。

　

こ

の

よ

う

に、

プ

ラ

ト

ン

に

お

け

る
、

そ

の

ま

ま

映
す

表
象
性
と

い

う

考
え

方
は

評
価
さ

れ

た

も

の

の
、

西

田

的
「

場
所
」

は、
「

コ

ー

ラ

ー
」

と

は

対
比
さ

れ

て

い

る
。

西

田

は
、

「

質
料
」

を

「

形
相
」

と

重
ね

合
わ

せ

た

「

潜
在
的
形
相
」

で

あ

る

　

　

　

　

　

（
47）

と

見
よ

う
と

し

た
。

引
用
文
中
の

「

一

般
的
な

る

も
の

」

は、

西

田

に

よ

れ

ば

「

イ

デ

ヤ．一

を

意
味
す

る

と

考
え

ら

れ

る

が
、

そ

の

場
合
「

イ

デ

ア
」

は

「

す
べ

て

の

も

の

を

成
立

せ

し

め

る

場
所
」

と

な

る
。

結
局

、

西

田

は、

プ

ラ

ト

ン

が

分

離
し

て

い

た

「

イ

デ

ア
」

と

「

コ

ー

ラ

ー
」

を
一

体
化
し

た

よ

う
な
「，
場
所
」

を

生

み

出
し

た

　

　

〔
48）

の

で

あ

る
。

次
に
、

西

田

の

思

想
に

決
定
的
な

転
換
を

も

た

ら

し

た

と

さ

れ

る

ア

リ

ス

ト

テ

レ

西

田

幾
多
郎
の

「

場
所
」

に

見
る

「

形
な

き

も

の

の

形
」

E
原

麻
有
子

ス

の

実
体
論
は

、

ど

の

よ

う
に

「

場
所
」

と

関
わ
っ

た

の

か

を

見
て

ゆ

く
こ

と

に

す

る
。

　

西

田

哲
学
の

第
一

段
階
に

お

い

て、
「

純
粋
経
験
」

は

真
の

実
在
の

探
求
か

ら

発

し

た

も
の

で

あ
っ

た。

し

か

し
、

「

心

理

主
義
的
」

で

あ

り

自
己

の

反

省
や

意
志
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
49）

い

う
視
点

が

欠
落
し

て

い

た

と

の

自

己

批
判
を

経
て

、

「

場
所
」

の

立

場
に

至

り

論

理

化
を

達

成
し

た
。

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

「

基
体
」

°う

⊆
σ
ω
→

蕁
ε
日
（

O

き
誇
書

建
o

ミ

ヒ

．一
ボ

ケ

イ

メ

ノ

ン
）

に

着
眼
し、

こ

れ

こ

そ

真
の

「

実
在
」

だ

と

評
価
す

る
。

以

下
は、

そ

の

基

体
の

定
義
で、
「

場
所
」

の

発
想
に

さ

し

か

か

っ

た

頃
に

執
筆
さ

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
50）

た
「，
内
部
知
覚
に

つ

い

て「一
（

一

九
二

四
）

に

あ

る

英
訳
の

引
用
で

あ

る
。

20

毛

9
 

o・
自
σ
3゚

仲

轟
ε
B
試

9
緊

o
噛

毒

臣
o
ず

け

3
Φ

o

昏
 

屋

鋤
『

 

唱

話
象−

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
51）

op

→

Φ

P
≦
三
δ

詳

尻

諄
ω

巴
団

⇒

葺
℃

器
島
o

鉾
Φ

o
隔

o
コ

唄

9冖
昌
ゆq

巴
ω

Φ

　
「

そ

れ

に

つ

い

て

他
の

事
柄
が

〔
属

性
と

し

て〕

語

ら

れ、

し

か

も

そ

れ

自
身
も

は

や

他
の

も

の

に

つ

い

て

〔
属

性
と

し

て〕

語
ら

れ

る

こ

と

の

な
い

も

の
」

が、

基

体
だ

と

言
う

。

つ

ま

り

西

田

の

表
現

で

は、
「

判
断
の

主

語
と

な

っ

て

述
語

と

は

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
52）

ら

な

い

も

の
」 、

あ

る

い

は

「

何
処
ま

で

も

限
定
せ

ら

れ

た

る

も

の
」

の

こ

と

で

あ

る。
　

主
旺
叩

と

は、

言

い

換
え

れ

ば

「

限

り

な

き

述
駈
叩

の

統
一
」 、
「

鉦…
限
な

る

判
断
を

統

　

　

　

（
53）

一

す
る

も

の
」

で

あ

る

が、

西

田

は

主

語
の

規
定
に

不

可

欠

な

述
語
の

重

要
性
に

気

づ

き、

ア

リ

ス

ト

テ
レ

ス

的
基

体
の

再
解
釈
を

試
み

る
。

そ

し

て

「

何
処
ま

で

も

述

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
54）

語
と

な
っ

て

主

語
と

な

ら

な

い

も

の
」

と

表
現
し

直
し

て

ゆ

く
。

要
す
る

に
、

主

語
・

述
語
関
係
の

考
え

方
を

反

転
さ

せ

た

の

で

あ

る
。

で

は、

な

ぜ

西

田

は

そ

れ

ほ

ど

述

語
を

強
調

し

た
の

か
。

西

田

の

論
理
は、

論
理

学
の

基

本
形
式
で

あ

る

包
摂
判

断
を

基
礎
と

し

て

い

る
。

再
び

「

場
所
一

か

ら

引
用

す

る。

71
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明
星
大
学
研

究

紀
要
【

日

本
文

化

学
部
・
言
語
文
化
学

科】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

包

摂
判
断
と

は
一

般
な

る

も

の

の

中
に

特
殊
な

る

も

の

を

包
摂
す

る

こ

と

で

あ

る
。

包
摂
す
る

と

い

ふ

の

は、

特
殊
な

る

も

の

を

主

語
と

し

て
、

　一

般
な

る

も

の

を
こ

れ

に

つ

い

て

述

語
す
る

と

言
ふ

こ

と

で

あ

る
。

（

二

七

二

頁）

　

こ

の

よ

う
に
、

特
殊
が
一

般
の

も

と

で

考
え

ら

れ、

　

般
に

包

摂
さ

れ

る

と
い

う

形
式
で

知
識
が

成
立

す

る
の

が

「

包
摂
判
断
」

で

あ

る
。

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

実
体

概
念
の

定
義
（

主

語
と

な
っ

て

述

語
と

な

ら

な

い

も

の
）

は
、

主

語
的
論
理
を

成
り

立

た

せ

て

い

る

の

だ

が
、

こ

れ

も

包
摂
判
断
に

当
た

る
。

そ

し

て、
「

S
（

主
語
）

は

P
（

述
語
）

で

あ

る
」

と

表
す
こ

と
が

で

き

る
。

こ

こ

で
、

包

摂
過

程
の

主
語

の

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　〔
55）

方
向
は

特
殊
化
に

向
か

い
、

述
語
の

方
向
は
一

般
化
に

向

か

う。

と
こ

ろ

が、

西

田

は

「

述

語
と

な
っ

て

主

語

と

な
ら

な
い

も

の
」

と

い

う
基
体
の

再
解
釈
に

基
づ

い

て
、

包
摂
判
断
の

形
式
は

「

S
（

主
語
）

は
P

（

述
語
）

に

於
て

あ

る
」

で

あ

る

べ

き

だ

と

考
え、

規
定
し

直
す

。

　

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

形

式
で

は、

そ

れ

ぞ

れ

独
立

し

た

S
と
P
が

繋
辞
に

よ

ワ

て

結
び

つ

け

ら

れ

て

い

る

が
、

「

場

所
的
一

形
式
で

は、

S
は

直
接
P
に

包

ま

れ

る、

或
い

は

P
が

直

接
S
を

包
む

と

い

う

関

係
と

な

る
。

「

於
て

あ

る
」 、
「

於
て

あ

る

（
56）

場
所
」

は、

こ

う
し

て

「

場
所
的
」

包
摂
関
係

を

示

す
表
現
と

し

て

使
わ

れ

る

よ

う

に

な

る
。

　

と
こ

ろ

で
、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的
な

主

語
・

述
語
の

繋
辞
に

よ

る

判
断
に

つ

い

て、

西

田

は、
「

主

観
客
観
の

対
立

を

前
提
と

し

て

居
る
、

主
語
と

な

る

も
の

は

客
観
界

に

属
し、

述
語
的
な

る

も
の

は

主

観
界
に

属
す

る
」

と

の

考
え

方
を

示

し

て

い

る
。

こ

れ

に

対
し

、

「

場
所
的
」

判
断

は

次
の

よ

う

に

考
え

ら
れ

る

は

ず
で

あ

る
。

し

か

し

か

」

る

対
立

を

考
へ

る

前
に
、

主
語
と

な

る

も

の

と

述
語
と

な

る

も
の

72

と

の

直
接
の

関

係
が

な

け
れ

ば

な

ら

ぬ、

概
念
自
身
の

独
立

な

る

体
系
が

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ、

判
断
の

客
観
的
妥
当
は

こ

れ

に

よ

つ

て

立

せ

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

（

二

七
三

頁
）

　一

概
念
自
身
の

独
立

な

る

体
系
L

と

は、

一

般
と

し

て

の

述

語
が

特
殊
と

し

て

の

主

語
を

包
む、

ま

た

は

特
殊
が
一

般
に

於
て

あ
る

と
い

う

主

語
・

述

語
関

係
の

直

接

性
を

具

え

た

も
の

を

意
味
す

る
。

こ

こ

で

の

直
接
性
と

は、

対
立

す

る

主
観
と

客
観

と

し

て

の

特
殊
と
一

般
で

は

な

く、

直
接
与
え

ら

れ

た
一

般
が

自
己

限
定
す

る

こ

と

で

特
殊
が

現
れ、

知
識
が

成
立

す
る

と

い

う

立

場
の

こ

と

で

あ

る
。

直
接
性
は、

さ

ら

に

次
の

よ

う

に

説
明

さ

れ

る
。

…
…
一

般
と

特
殊
と

は

無
限
に

重

り

合
つ

て

居

る、

斯

く

重
り

合
ふ

場
所
が

意

識
で

あ

る
。

右
の

如
く

考
へ

る

な

ら

ば、

判
断
に

於
て

真
に

主

語
と

な

る

も

の

は

特
殊
な

る

も

の

で

は

な

く、

か

え

つ

て
一

般
的
な
る

も

の

で

あ

る
。

全

然
述

語
的
な

る

も
の

の

外
に

あ

る

も

の

は

判
断
の

主
語
と

な

る

こ

と

は

で

き

な

い、

非
合
理

的
な

る

も

の

も

そ

れ

が

何
等
か

の

意
味
に

於
て
一

般
概
念
化
せ

ら

れ

得

る

限
り、

判
断
の

主
語
と

な

る

の

で

あ

る
。

斯
く

考
へ

れ

ば、

判
断
と

は
一

般

な
る

も

の

の

自
己

限
定

と

い

ふ

こ

と

と

な

る、

…

…
。

（
二

七
三

〜
二

七

四

頁
）

　
一

般
と

特
殊
の

包

み

包
ま

れ

る

関
係
は、

こ

こ

で

は

「

重
な

り

合
う

」

と

表
現
さ

れ

て

い

る
。

円

周
が

無
限
に

広
が

る

同

心

円
の

重

な

り

を

想
像
す
れ

ば

よ

い

だ

ろ

う。

そ

し

て
、

こ

の

よ

う
な

こ

と

が

起
こ

る

「

場
所
」

と

は

意
識
な
の

だ
。

意
識
と

し

て

の

「

場
所
」

に

つ

い

て

は

後
述
す

る
。

　

西

田

に

と
っ

て
、

ま

ず
は

「

純
粋
経
験
」

が

あ

り、

そ

こ

か

ら
主

観
と

客
観
の

区

別
が

起
こ

っ

て

く
る

こ

と
が

哲
学
の

根
本
で

あ

る
。

そ

の

こ

と

を

考
慮
に

入

れ

れ

ば
、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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「

概
念
自
身
の

独

立

な

る

体
系
」

の

内
側
に

含
ま

れ

て

い

な

い

も

の
、

つ

ま

り

「

全

然
述
語

的
な

る

も

の

の

外
に

あ

る

も

の
」

は
、

「

判
断
の

主

語
に

な

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

と

い

う
。

ま

た、
「

述
語
的
な

る

も

の
」

と

は、

判
断
の

過

程
に

お

い

て

述

語
さ

れ
つ

つ

成
立

す

る

「

概
念
自
身
の

独
立

な

る

体
系
」 、

言
い

換
え

れ

ば

概
念
成

立

の

「

場
所
」

と

解
す

る

の

が

適
当
で

あ

ろ

う
。

と

い

う
の

も、

「

述
語

す

る
」

こ

と

が

「

於
て

あ

る

場
所
」

の

精
髄
で

あ

る

か

ら

だ
。

こ

の

体
系

の

「

外
に

あ

る

も

の
」

と

は
、

「

非
合
理

的
な

る

も

の
」 、

概
念
化
さ

れ

て

い

な
い

判
断

の

手

前
に

あ

る

「

純
粋
経
験
」

の

こ

と

で

あ

る

と

解
釈
で

き

よ

う
。

こ

れ

が
、

主
観
と

客
観
の

分
裂

に

よ

り

「

一

般
概
念

化
」

さ

れ

れ

ば、

そ
こ

が

「

場
所
一

と

な
っ

て

判
断
が

起
こ

り

知
識
が

成
立

す

る
。

　
こ

の

よ

う

に、

判
断
も

述
語
す
る

「

場
所
に

於
て
」

起
こ

り、

知
識
も

こ

の

「

場

所
」

で

成
立

す
る。

す
べ

て

が

そ

こ

に

「

於
い

て

あ

る
」 。

そ

し

て

「

述
語
的
な

る

も

の

の

外
に

あ

る

も

の
」 、
「

非
ム
ロ

理

的
な

る

も

の
」

と
い

う
の

が、

概
念
の

範
疇
に

入
っ

て

こ

な
い

「

無
」

の

場
所
と

い

う
こ

と

に

な

る
。

　
述

語

的
な

「

場
所
」

は、

ま
た

意
識
の

「

場
所
」

で

も

あ

る
こ

と

を

確
認

し

た

が
、

論
文

「

場
所
」

の

次

の
一

節
か

ら

は

ま

た

別
の

性
質
を

見

出
す
こ

と

が

で

き

る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
57）

よ

っ

て

成
立

す
る

が、

再
び

こ

の

根
源
に

帰
す

る
。

実

在
は

階
層
的
で、

二

者
L 、

「

ヌ

ー

ス

」

（
英
知
）

、
「

魂
」 、
「

物
質
の

世
界
」

な

ど

か

ら

成
っ

て

い

る
。

西

田

は、

「

精
神
は
一

者
を

直
観
す
べ

く

努
力
す

る

の

で

あ

る
、

一

者
に

向
つ

て

動

き

行
く

」

と
い

う
プ

ロ

テ

ィ

ノ

ス

の

考
え

に、

反
省
意
識
を

外
か

ら

包
む

「

場
所
」

を

重

ね
て

見
よ

う

と

し

た
。

プ

ロ

テ

ィ

ノ

ス

は

プ

ラ

ト

ン

や

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

質
料
概
念
を

徹
底
さ

せ
、

「

真
の

質
料
と

は

形
を

受
取
る

場
所
と

か
、

こ

れ

を

映
す
鏡
と

か

い

ふ

如
き

も

の
」

で

あ

る

と

言
っ

た
。

「

英
知

的
実
在
」

は

こ

の

よ

う

に

自
己

を

鏡
に

映

　
　

　
　
　
　
〔
58）

す
こ

と

で

成
立

す

る
。

　
一

方

で、
「

自
己

自
身
を

照
ら

す
」

「

場
所
」

に

は、
「

自
己

自
身
は

無
に

し

て
」

「

自
己

の

中
に

無
限

に

自
己

を

映
し

行
く

」

と

い

う
認

識
の

原
理
で

あ

る

「

自
覚．」

と

の

関

連

性
が

う

か

が

わ

れ

る
。

「

場
所
」

を

「

自
覚
的
」

に

説
明
す

る

と、
「

認

識

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（
59）

す
る

と
い

ふ

の

は

体
験
が

自
己
の

な
か

に

自
己

を

形
成

す
る

こ

と

に

外
な

ら

な

い
」

と

な

る
。

ま

た、

引

用
は
、

反
省
意
識
以

外
の

も

の

も、
「

感
情
も

意
志
も

」

「

場
所

に

於
て

あ

る
」

こ

と

を

示
し

て

い

る

が
、

こ

の

点

は

「

場
所
」

の

構
造
を

見

な

が

ら

後
ほ

ど

検
討
す
る

と

し

よ

う
。

4

「

場
所
に

於
て

あ
る
」

こ

と

と

「

知
る

自
己
」

N 工工
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…

…

自
己

自
身
を

照

ら

す
鏡
と

も
い

ふ

べ

き

も

の

は、

単
に

知
識
成
立

の

場
所

た

る

の

み

な

ら

ず、

感
情
も

意
志
も
こ

れ

に

於
て

成
立

す

る

の

で

あ

る
。

（

二

＝
二

頁
）

　
西

田

は、

場
所
を

「

鏡
」

に

見

立

て

て

い

る

が、

こ

れ

は

プ

ロ

テ
ィ

ノ

ス

の

「

直

観
」

を

念
頭
に

置
い

て

表
現
し

た

も

の

で

あ

ろ

う。

プ

ロ

テ

ィ

ノ

ス

に

よ

れ

ば
、

万

物
は、
　一

切

の

実
在

の

根
底
を

成
す
「

一

者
」 、

つ

ま
り

「

善
」

か

ら

発
し

こ

れ

に

　
包
摂
判
断
の

形
式

を

中
心

と

す

る

「

場
所
」

の

輪
郭
は

す
で

に

描
い

た
が
、

同

時

に、

認

識
論
的
側
面

も

そ

こ

に

組
み

込

ま

れ

て

い

た
。

こ

こ

で

は、
「

場
所
に

於
て
」

ど

の

よ

う
な

過
程
で

知

識
が

成
立

す
る

の

か、

ま

た、
「

自
己
」

は

ど

の

よ

う

に

「

場
所
」

的
に

位
置
づ

け

ら

れ

る

の

か

と

い

う

疑
問
に

答
え

て

ゆ
く
こ

と

に

す
る

。

　
西

田

の

哲
学
的

企

図

は、
「

形
な

き

も

の

の

形

を

見

る
」

と

い

っ

た

東
洋
文

化
の

特
徴
に

哲
学
的
根
拠
を

与
え

る

こ

と

で

あ
っ

た

が、

こ

れ

は

言

い

換
え

れ

ば、

主
観

が

外
部
に

あ

る

客
観
に

対
立

す
る

以
前
の

立

場
を、

折
［

学
の

領
域
へ

導
き

入

れ

る
こ

西

田

幾
多
郎
の

「

場
所
」

に

見
る

「
形
な

き

も

の

の

形」

上

原
麻
有
子
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【

日

本
文

化

学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
十
六
号

　
二

〇

〇
八

年

と

に

他
な

ら

な

い
。

「

内
部
知
覚
に

つ

い

て
」

で

は、
「

内
部
知
覚
と

外

部
知

覚
と

を

同
一

の

根
本
形
式
に

よ

つ

て

考
へ

、

い

わ

ゆ

る

外
部
知
覚
も
一

種
の

内

部
知

覚
と

見

よ

う

と

し

た
」 。

そ
の

た

め

に

は、
「

判
断
の

主
語
」

と

「
知
る

自
己
」

の

関

係、

お

よ

び

「

論
理
的
主

語
」 、
「

形
而

上

学
的
本
体
」、
「

認

識
主
観
」

の

関

係

を

明

ら

か

に

す
る

必

要
が

あ

る
。

そ
こ

で、

西
田

は

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

の

「

基
体
」

概
念
を

手
掛

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

（
6α）

か

り

と

し、

こ

の

三

つ

の
。゚

蝦

9
Φ

o
げ

の

「

結
合
統
一
」

を

試
み

た

の

で

あ
る
。

従
っ

て、

三

側
面

を

そ

れ

ぞ

れ

確
認
す
る

こ

と

が
、

「

場

所
」

を

読
み

解
く

鍵
と

な
る

は

ず
だ

。

論
理
的
側
面

と

認

識
論
的
側
面
に

つ

い

て

は

す

で

に

見
た

の

で
、

次
は

両

者

を

総
合
し

た

説
明
を

補
足

し

て

ゆ
こ

う
。

普
通
に

は

我
と
い

ふ

如
き

も

の

も

物
と

同
じ

く、

種
々

な

る

性
質

を

有
つ

主

語

的
統
一

と

考
へ

る

が、

我
と

は

主

語
的
統
｝

で

は

な

く

し

て、

述
語
的

統
一

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ、

一

つ

の

点
で

は

な

く

し

て
一

つ

の

円

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
、

物
で

は

な

く

場
所
で

な

け

れ

ば

な

ら
ぬ

。

我
が

我
を

知
る

こ

と
が

で

き

な
い

の

は

述
語
が

主
語
と

な

る

こ

と

が

で

き

な
い

の

で

あ

る
。

（

二

七

九
頁
）

　
「

我
」

も

ま

た

「

場
所
」

と

し

て

考
え

ら

れ

る
。

「

我
」

は、

述
語
を

統
一

す

る

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的
な

主
語

と

し

て

の

基

体
で

は

な

く、

述
語
的
統
一

を

行
う

「

円
」

に

比

せ

ら

れ

る

「

場
所
」

で

あ

る
。

逆
に、

「

場
所
」

と

対
立

す

る

「

物
」

と

は、

主

語

的
統
一

と

し

て

の

「

点
」

だ

と

見
な
さ

れ

る。

従
っ

て、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

的

基

体
は

「

物
」

と

呼
ぼ

れ

て

し

か

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

表
現
を

変
え

れ

ば、
一、
物
体

が

空
間
に

於
て

あ

る

と

考
へ

ら

れ

る

如
く、

単

に

あ

る

と

い

ふ

こ

と

に

外
な

ら

（
61）

な

い

L
。

こ

の

よ

う

な

実
体
的
な

見
方
を

こ

そ、

西

田

は

否
定
し

よ

う

と

す

る
。

　

ま

た、
「

我
が

我
を

知

る

こ

と

が

で

き

な
い
」

の

は、

自
己

自
身
を

対
象
化
し

て

い

な

い

状
態
に

あ

る

た

め

で

あ

る

が
、

そ
の

よ

う

な

「

我
」

は、

自
己

自
身
に

つ

い

74

て

無
限
に

述
語
し

尽

く

せ

な
い

意
識
の

場
だ

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

　
「

場
所
」

と

し

て

の

「

我
」

の

考
え

方
は、
「

場
所
」

概
念
の

構
想
を

練
り

上

げ

る

過

程
を

記
し

た

「

講
案
　
そ

の
一
」

（

【

九
二

六

年
）

に

も

見
ら

れ

る
。

∪

窃
一
〇

ゴ

は

経
験
の

場
所
で

あ

る
。

論
理
的
な

る

も

の

も

こ

れ

に

於
て

あ

り、

感
覚
的
な

る

も

の

も

こ

れ

に

於
て

あ

る

場
所
で

あ

る
。

Ho

げ

は

カ

ン

ト

の

言
ふ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

〔
62）

総
合
で

は

な

く、

ロ

目
h

器
の

Φ

民
臼

勹

冨

詩

〈

包
む

場
所
〉

で

あ

る
。

　
「

場
所
」

の

概
念
化
に

は、

カ

ン

ト

批
判
も

ひ

と
つ

の

主

要
な

手
続
き

と

な
っ

た。

西

田

は
、

カ

ン

ト

の

「

総
合
」

つ

ま

り

「

統
覚
」

を

「

包
む

場

所
」

に

置
き

換
え

て、

H

畠
（

我
）

を

解
釈
し

直
す。

こ

の

よ

う
な

認
識
主
観
を、

対
象
を

知
覚
し

思

惟
す

る

「

構
成
点
一

の

よ

う
な

も
の

で

は

な

く、

思

惟
も

感
覚
も

「

包
む

場
所
」

と

し

て

捉
え

た

の

で

あ

る
。

　
西

田

は

「

場
所
的．一

な

認
識
主

観
を

よ

り

明
ら

か

に

し

な
が

ら、

さ

ら

に

「

場

所
」

に

は

「

種
々

の

段
階
」

が

あ

る

こ

と

を

説
明
す
る

が
、

先
に

触
れ

た

「

反

省
意

識
」 、
「

感
情
」

、

「

意
士

竺

の

問

題
が

こ

れ

に

関
わ

っ

て

く

る
。

知

識
の

種
々

な

る

対

象
界
は、
「

場
所
」

の

段
階
の

意
義
に

よ

っ

て

定

ま

る
。

特
殊
が
一

般
に

於
い

て

あ

り

両

者
が

無
限

に

重
な

る

と
い

う
形
で
、

　一

般
が

限
定
さ

れ

る

限

り

知
識
が

成

り
立

つ
。

こ

れ

は

意
識
作
用

の

あ
る

段
階
で

あ

る

が、

意
識

を

超
越
し

た

「

場
所
」

は

「

直
観
」

の

世
界
に

入

る

と

い

う
。

意
識
の

本
質
を

主
語
面

を

包

ん
で

広
が

る

述
語

面
に

求

め
る

な

ら

ば、

此

の

方

向
に

進
む
こ

と

が

純
な

意
識
に

到
達

す

る

こ

と

で

あ

る
。

そ
の

極
致
に

於
て

、

述
語
面
が

無
と

な

る

と

共

に

対
立

的
対
象
は

無
対
立

の

対
象
の

中
に

吸

収
せ

ら

れ、

す
べ

て

が

そ

れ

自
身
に

於
て

働
く

も

の

と

な

る
、

無
限
に

働
く

も
の
、

純
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な

る

作
用
と

も

考
へ

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

…

…

宅

語
の

方
向

に

於
て

無
限
に

達

す
る

こ

と
の

で

き

な

い

本
体
が

見
ら

れ

る

如
く、

述
語
の

方
向
に

於
て

無
限
に

達
す
る

こ

と

の

で

き

な
い

意
志
が

見
ら

れ

る

の

で

あ
る
。

而

し

て

そ

の

極、

主

語
と

述
語
と

の

対
立

を

も

超
越
し

て

真
の

無
の

場
所
に

到
る

時、

そ

れ

が

自
己

自
身
を

見
る

直
観
と

な

る
。

斯
く

述
語

を

も

超

越
す
る

と

い

ふ

こ

と

は

無
論
知

識
を

超
越
す

る

と
い

ふ

こ

と

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

（

二

八

四

頁
）

　
包

摂
判
断
の

形
式
で

知
識
が

深
ま

る

方
向
は、

意
識
作
用
が

「

純
な

意
識
」

の

方

向
へ

向
か

う
こ

と

と

並

行
し

て

い

る
。

こ

の

意
識
の

純
化
は

意
識
の

深
化
と

理

解
で

き

よ

う。

包

摂
判
断
の

観
点
か

ら

は
、

「

主
語
面
を

包
ん

で

広
が

る

述
語
面
」 、

そ

し

て

認

識
論
的
に

は

意
識
作
用

や

意
志
に

よ

っ

て

そ
の

構
造
が

特
徴
づ

け

ら

れ

る

「

場

所
」

は
、

さ

ら

に

「

無
」

、

「

真
の

無
」

と

同
｝

視
さ

れ

る
。

　

用
語
の

問

題
と

し

て
、

「

主
語
面
」 、
「

述

語
面
」

に

見
ら

れ

る

「

面
」

は、
「

場

所
」

が

円

的
な

包

み

広
が

る

構
造
で

あ

る

こ

と

を

強
調
す

る

表
現
で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

比

喩
的

に

使
用
さ

れ

る

「

面
」

は、

主

語
と

述
語
の

二

つ

の

契
機
を

同
心

円

と

し

て

持
つ

こ

と

で、

主

観
（
11
述
語
）

と

客
観
（

11

主
語
）

の

相
対
立

す

る

図

式

を

避
け、

述
語
の

包
摂
を

本
質
と

す

る

「

場
所
」

の

無
限
性
を

描
く

こ

と

に

な

る
。

そ

し

て、

こ

の

無
限

性
は、
「

場
所
」

の

コ

無
」

性
を

導
き

だ

す

要

因
に

他
な

ら

な
い

。

　
こ

こ

で

目

を

向
け

た

い

の

が
、
「、
無
」

と

「

真
の

無
」

の

「

場
所
」

で

あ

る
。

西

田

は

実
際
「

場
所
」

の

構
造
を
、

「

有
」 、
「

無
」 、
「

真
の

無
」

の

三

つ

の

段
階
に

区

分
し

て

い

る

が
、

こ

れ

が、

先
に

言

及

し

た

「

形
而
上

学
的
本
体
」

の

側
面

と

い

う

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　（
63）

問
題
だ。
「

有
」

は

「

顕
れ

た

有
」 、
「

無
」

は

「

顕
れ

な

い

有
」

と

さ

れ

る
。

つ

ま

り

「

無
」

は

「

有
」

を

前

提
と

し

た

限
り

で

の

「
無
」

で

あ

る
。

し

か

し

「

真
の

無
」

は

そ

の

対
立

を

超
越
し

た

「

場
所
」

、

つ

ま

り

「

自
己

自
身
を

見
る

直
観
」

で、

そ
こ

に

は

「

有
」

も

「

無
」

も

す
べ

て

が

「

於
て

あ

る
」

。

論
文
「

場
所
」

で

は

ま

西

田

幾

多
郎
の

「

場
所
」

に

見

る

「

形
な

き

も

の

の

形
」

卜

原
麻

有
子

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　（
艇）

だ

三

構
造
の

説
明
が

不

十
分
で

あ

る

が
、

一

九
三

〇

年
の

『

一

般
者
の

自
覚
的
体
系
』

で

は、

整
理

さ

れ、
「

場
所
」

の

各
層
に

つ

い

て

の

規
定
が

成
さ

れ

て

く

る
。

そ

の

各
層

に

お

け

る

「

対
象
界
」 、
「

成

立

す

る

も

の
」 、
「

自
己

限
定

の

形
」

に

の

み

焦
点

を

当

て
、

簡
潔
に

そ

の

要
点
を

抜
き

出
す
と

次
の

よ

う

に

な

る
。

一
二三

「

有
」

1
自
然
界、

概
念
的
知
識、

判
断

的
一

般
者

「

無
」

−
意
識
界、

意
識
的
自
己、

白
覚
的
一

般
者

「

真
の

無
」

1
英

知

的
世

界、

英

知
的
自
己

、

英
知
的
一

般
者

　
「

一

般
者
」

と

は、
「

特
殊
」

を

包
摂
す

る

上

位
概
念
で

あ

る
。

述
語
的
に

限
定
さ

れ

る

「

場
所
」

の

特
性
を

表
わ

す

用

語

と

し

て

術
語
化
さ

れ、
「

場

所
」

の

論
考
以

降
頻
出
す
る

も

の

で

あ

る
。

「、
有
」

の

「

場
所
」

で

は、
「

S
が

P
に

於
て

あ

る
」

形

式
で
、

概
念
的
知
識、

つ

ま

り

「

主
語
と

な
っ

て

述
語
と

な

ら

な

い

も
の

」

が

成
立

す
る。

こ

の

「

場
所
」

は

意

識
で

は

な

く

物
の

世
界
を

対
象
と

す
る

。

「

無
」

は、

意
識
内
容
を

対
象
と

す

る

「

場
所
」

の

こ

と

で
、

一

般
概
念
的

知
識
（

主

語
と

な
っ

て

述
語
と

な

ら

な
い

も

の
）

で

は

限

定
で

き

な

い

も

の

が、

そ
こ

で

成

立

す

る

「

意

識
的
自
己
」

で

あ

る
。

こ

れ

は
「、
自
己

の

中
に

自
己

を

映
す
白
覚
」、

ま

た

は

反

省

意

識
の

意
味
を

持
っ

て

お

り、

さ

ら

に、

意
識
の

根
底
に

あ

る

意
志
を

内

的
に

志
向

（
65）

す

る
。

そ

し

て、

自
己

反

省
と

い

う

自
覚
を

徹
底
さ

せ

て

ゆ

く

と、

そ

れ

を

も

絶
し

て

「

真
に

自
己

自
身
を

見

る

も

の
」

に

達
す
る

の

だ

が
、

そ
こ

に

あ

る

「

思
惟
を

超

越
し

た
」

「

場
所
」

が、
「

真
の

無
」

で

あ

る
。

自
覚
的
意

識
を

基

礎
づ

け

て

い

る

も

の

は

「

意
志
一

で

あ

る

が
、

「

英
知
的
世
界
」

に

入

る

に

は、
「

意

識
的
自
己
」

が

「

自
己

の

意
志
を

超

越
」

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

こ

れ

は

「

無
意
識
」

と

は

異

〔
66）

な

る
。

「

英
知
的
自
己
」

は、

自
覚
す
る

自
己

を

も

超
越

し

た

「

直
に

自
己

自
身
を

見

る
」

自
己

で

あ

る

と

言

わ

れ

る
。

概
念
も

思
惟
も

な
い

唯
単
に

「

無
」

あ

る

の

み75
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明
星
大
学
研

究
紀

要
【

日

本
文

化

学
部
・
蒿
語
文
化

学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

の

世
界
だ

。

「

場
所
」

の

「

包
む
」 、
「

自
己

限
定
す

る
」

と

い

う

構
造

か

ら
、

西

田

は
こ

れ

を

「

英
知
的
一

般
者
」

と

名
づ

け

て

い

る
。

言

い

換
え

れ

ば、
「

主
客
合
一
」

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
（

67）

す

る

「

知
的
直
観
」

の

世

界
だ

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

そ

こ

に

広
が

る

の

が

「

英
知

的
自
己
」 、

ま

た

は

「

真
の

自
己
」

で

あ

る。

　
「

知
的
直
観
」

に

つ

い

て

だ

が、

西

田

は
一

九
二

二

年
の

『

岩
波

哲
学
辞
典
』

に

お

け

る

こ

の

項
目

の

執
筆
を

担
当

し

て

い

る
。

「

有
形
な

る

も

の

の

直
観、

即
ち

感

覚
と

か

知
覚
と

か

い

ふ

も

の

に

反
し

感
覚
や

知
覚
以
上

の

或
物、

即
ち

我
々

が

思

惟

に

よ

つ

て

の

み

知
り

得
べ

き

も

の

と

考
へ

居

る

も

の

の

直
観
で

あ

る

　
…

…

例
へ

ば、

芸

術
的
直
観
と

か
、

宗
教
的
直
観
と

か

い

ふ

如
き

も

の

は

知
的
直
観
と

考
へ

る

こ

と

　

　
〔
68）

が

で

き

る
」

と

説
明
し、

西

洋
哲
学
で

理

解
さ

れ

る

二

通

り

の

意
味
を

示

し

た
。

「

知
的
直
観
」

ま

た

は

「

直
観
」

は、

西

田

自
身
に

お

い

て

も

同
様
に

用

い

ら

れ

て

い

る
。

　
英
知
的
世

界
に

見
ら

れ

る、

主
観
と

客
観
の

対
立

が

完
全

に

消
滅
し

た

「

知
的
直

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　（
69）

観
一

に

も
、

例
え

ば、

「

知
的
英
知
的
直
観
（

意
識
一

般
的
）

」 、
「

情
的
英
知
的
直
観

（

芸
術
的
）

」 、

「

意
的
英

知
的
直
観
（

良
心

的
）

」

な

ど

の

段
階
が

あ

る
。

英
知
が

深

ま

る

方
向
に

「

意
的
英
知

的
直
観
」

が

広
が

る
。

「

意
識
一

般
的
」

と

は、

カ

ン

ト

で

は

認
識
の

根
源
と

な

る

意
識
だ
が
、

西

田

は
こ

れ

を

「

真
の

無
」

の

知

的
階
層
に

位
置
づ

け

た
。

ま

た、
「

良
心

的
」

階
層
は、

宗
教
的
体
験
に

よ

り

説
明
さ

れ

る

も

の

で

あ

る
。

一

方、
「

知
的
英
知
的
直
観
」

を

「

場
所
」

と

し

て

そ

こ

に

包
ま

れ

る

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
70）

も

の
、

つ

ま

り

そ

の

手
前
に

広
が

る

も
の

は、

「

知
覚
的
直
観
」

で

あ
る

。

　
西

田

が

示

そ

う
と

し

た

「

場
所
」

の

階
層
的
意
識
の

深
化
は、

具
体
的
に

ど

の

よ

う

な

状
態
で

あ

る

の

か
。

先
に

示

し

た

「

無
」

の

「

意
識
界
」

に

お

け

る

「

意
識
的

自
己
」

で

は、

自
己

の

内
を

見
る

と

い

う
反
省
意
識
が

作
用

す
る

の

だ

が、

こ

こ

で

は

ま

だ

言

語、

概
念
に

支
え

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し、

反
省
が

深
ま
り

を

増
す

と

意

識
は

統
一

さ

れ、

主
観
客
観
の

別
は

消
滅
す

る
。

例
え

ば
、

「

一

生

懸
命
に

断
岸
を

76

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　（
71）

攀
ず

る

場
合

の

ご

と

き
、

音
楽
家
が

熟
練
し

た

曲
を

奏
す
る

時
の

如
き
L

経
験
が

こ

れ

に

相
当
す

る
。

西

田

は
、

日

常
的
に

だ

れ

で

も

経
験
で

き

る

「

知

覚
」

も、

特
殊

な

経
験
や

訓
練
を

積
ん

で

こ

そ

達

す
る

こ

と

の

で

き

る

「

美
術
家
や

宗
教
家
の

直

覚
」

も、

同
一

の

も

の

と

見
な

す。

後
者
は

「

知
的
直

観
」

の

こ

と

で、

前

者
の

「

知
覚
」

に

比
べ

内
容
的
に

「

豊
富
深
遠
な

る

も

の
」

だ

と

い

う
。

こ

の

「

英
知
的

世
界
」

に

お

け

る

「

知
的
直
観
」

の
、

「

根
柢
に

潜
め

る

理
想
的
要
素
は

何
処
ま

で

　
　
　
　
（
72）

も
曲

豆

富、

深
遠
」

で

あ

る

が、

大
ま

か

に

三

層
に

区
分

す

る

な

ら

前
述
の

如
く、

「

知
的
」 、
「

情
的
」 、
「
音心
的
」

と

な

る
。

結

　

形
な

き

も

の

の

形

　
「

場
所
」

の

深
ま

り

は

無
限

と

さ

れ

る
。

そ

こ

に

現
れ

る

知

の

世

界
は

種
々

で

あ

り、

概
念
化、

言

語
化
さ

れ

る

も

の

か

ら、

対

象
を

忘
れ、

我
を

忘
れ

て

意
識
の

働

き

そ

の

も
の

と

な

る

自
己、

そ

し

て

さ

ら

に
、

意
識
の

慟
き

を

も

超
越
し

た

直
観
的

知
へ

と

深
ま

り

を

見
せ

る
。

「

場
所
」

の

無
限
性
の

真
意
は、

「

情
意

的
自
己

の

内

容
」

に

あ

る
。

な

ぜ

な

ら、
一

知
的
自
己
一

か

ら

見
た

場
合、
「

知
的

反

省
」

に

よ

っ

て

は

決
し

て

届
か

な

い

も

の

が

「

感
情
」

や

「

意
志
」

の

対
象
界
に

は

あ

る

か

ら

だ

と
い

う
。

こ

の

意
味
に

お

い

て
、

「

知

的
反
省
」

に

は

限
界
が

あ

る
。

限
界

点
に

さ

し

か

か
っ

た

と

こ

ろ

で
、

飛
躍
的
に

高
次
の

「

英
知
的

自
己
」

と

い

う
も

の

に

移
り

ゆ

く

の

だ

が、

こ

れ

は

「

真
の

無
」

と

も
い

う
べ

き

自
己

で
、

「

情
意
的
自
己
」

は

　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
73“

そ
の

「

影
像
」

に

過

ぎ

な

い
。

こ

の

「

影
像
」

が、
「

形
な

き

も

の

の

形
」

で

あ
る
。

　
英
知
の

世
界
と

は、

現
れ

て

こ

な
い

潜
在
的
な

知
の

宝

庫
と

も

言

え

る

も
の

で

あ

ろ

う。
「

真
の

無
」

は、

十
全

に

意
味
を

湛
え

て

い

る
。

し

か

し、

直
観
と

し

て

得

た

知
識
に

お

け

る

意
味
を

理

解
し

よ

う

と

分
析
す

れ

ば、

多
く

の

意
味
は

抜
け

落
ち

て

し

ま

う
。

そ

れ

が

概
念
化
や

言
語
表
現
と
い

う
こ

と、

あ

る

い

は

「

形
」

に

す
る
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と

い

う

こ

と
、

「

形

な

き

も

の
」

を

限
定
し

て

「

形
」

を

与
え

る

と

い

う
こ

と

に

他

な

ら

な
い
。

註
（

1）
　
『

西

田

幾

多
郎

全
集
』

第
四

巻
（
岩

波
書
店、
　一
九
七

九
年）

収
録。
同

書
は、

以

下
NKZ

と

　
　
表．
記

す

る。

（

2）
　
NKZ4

、

四

三

四

頁。

（

3）
　
左
右
田

喜
一
郎
「

西

田

哲

学
の

方
法
に

つ

い

て

1
西

田

博
十
の

教
え

を

乞

う
」

『

西
田

哲

学
選

集
』

　
　
別
巻
二

（

藤
田

正

勝
編、

燈

影
舎、
　一
九
九
八

年
） 、

四

四

頁。

（

4）
　
西

田

幾
多
郎
・

三

木

清
『

師
弟
問
答

　
西

田

哲

学
』

（
書
肆
心

水、
二

〇

〇
七

年）、

＝
ハ

〜
一
九

　
　
頁、

同

書
で

西

田

は、
へ
ー

ゲ
ル

の

弁
証
法
的

論
理

に

関
し

て、

主
観

客

観
を

含
ん

で

は

い

る

が、

　
　
各
自、

働
き、

真
に

矛

盾
す

る

個
物
対
個
物
の

関

係
が

欠
落
し
て
い

る

と

批
判
し

て

い

る
。

（

5）
　
NKZ17

（一
九

八

〇
年）。

〔

6）
　
森

哲
郎
「

西

田

哲
学
と

禅

仏
教
」

『

西
田

哲

学
を

学
ぶ

人
の

た

め

に
』

（

世
界
思

想
社、
一
九
九
六

　
　
年）、
一
＝

九

頁。

（

7）
　
NKZl

（一
九

七
八

年）、

九
頁。

（

8）
　
森

本
孝
治
「

私
の

西

田

先
生
」

『

同

時
代
」

か

ら

の

引
用
を、

竹
村
牧

男
『

西

田

幾

多
郎
と

仏
教

　
　
禅
と

真
宗
の

根
底
を

究
め

る
』

（
大
東
出
版
社、

二

〇
〇
二

年、
二

〇

頁）
に

て

参
照。

（

9）
　
NKZ19

（一
九

八

〇
年
） 、
二

二

五

頁。
一
九
四

三

年
二

月
　
九

日

付
け
の

返

信。

本

引
用、

　
　
ま
た

以

下
の

引
用
で

は、

旧

漢
字
の

も
の

は

当

用

漢
字、

ま

た

は

ひ

ら

が

な

に

改
め

て

い

る。

但
し、

　
　
旧
仮

名
つ

か

い、

西

田

特
有

の

表
現
「

於
て」
な

ど
に

つ

い

て

は

そ

の

ま

ま
残
す
こ

と

に

す
る。

（

10）
　
『

自

覚
に

於
け

る

直

観
と

反

省
』

（
一
九

＝
二

年）、

NKZ2

（
一
九
七

九
年）、
一
五

頁。

（

11）
　
上

田

閑
照
「

禅
と

哲

学
」

『

西
田

哲
学
へ
の

導
き

　
経
験
と

自
覚
』

（

岩
波
書
店、
　一
九
九
八

年、

　
　
一
亠
ハ

三

〜
二一一…
○＝
貝
）

　
に、

詳加
杣

な
研
究
が

あ

る。

（

12）
　
『

日

本
国
語
大
辞
典
』

（

小

学
館、
二

〇
〇
一
年）
に

よ

る

と、

最
古
の

用
例
は
一
六

九
九
年
の

も

　
　
の

で

あ

る。
ま

た、
「
遊

郭」、
「

盛
り

場一
な

ど

の

意
味、
「
相

撲
の

興
行
を

す
る

所、

ま

た

は
一
定

　
　
の

期
間
」

の

意
味
も

あ

る。

（

13）
　
王

同
億
主
糒
（
北

京、

京
華
出
版
社、
二

〇

〇
一
年）、
　
＝
二

三

頁。

（

14）
　

中
村
元
監．
修、

東

京
書
籍、

二

〇
〇
〇

年。

（

15）
　
一
般
の

国
語
辞
典

で

「

場
所
」

の

哲

学
・
思

想
的
概
念
を

扱

う
こ

と

は

な

か
っ
た

が、
『

広
辞
苑』

　
　
第
六

版
（

二

〇
〇
八

年）
で

は、

初
め

て

「
場
所
の

論
理」
の

説
明
を

加
え

て

い

る。

（

16）
　
O
ゴ

ユ
巳α

口

餌

コ

毛
o

顫
（一
鵯
 

亠
『

課）°

ヴ
ォ

ル

フ

に

関

し

て

は、
く

鴇
謡
惑

強
職

鷺
O
偽
＆

黛
嵩

審
§
嘘

o
謡

　
　
Oo

鼻

軋

豊

壽
鳶

§
叙

駄

ミ
の

禽
貯

織

禽

ミ
§
髯

詳
芦

鬘
簿

ミ執
§

b帖
螽
§

§
ミ
ぎ
愚、
〔一
コ
O）

西
田

幾
多

郎
の

「

場
所
」

に

見

る

「
形
な
き
も
の

の

形一

上

原

麻
有

子

　

　
の

中
で

プ

ラ

ト

ン

学
派
の

「

場

所
」

を

用

い

た

と

い

う
だ
け

の

記
述
に

止

ま

る。

（

17）
　
『

哲
学
小
辞
典
』、

四

＝
頁。

西
田

の

「
場

所
」

に

関
す

る

記

載
事
項
を

引
用
し

て

お

く。
「

な

　

　
お

最
近

西

田

幾
多
郎
は
ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

ヒ

ュ

ボ

ケ
ー

メ

ノ

ン

に

基
く

嬉

の

か

ら
判
断
の

述
語
的

　

方

面

の

意
識
を

考
え、

特
殊
な

る

も

の

が

普
遍
的
な

る

も
場
所
に

あ

る

事
が

判
断
で

あ

り、

そ

れ
を

　

成

立

せ

し

め

る

意
識
面

を

場

所、
と

言

い、

反
省
的
一
般
者
で

あ
っ
て

決
し

て

対
象
的
主

観
的
意
味

　

　
を

持
た

ぬ

真
の

無
の

場

所、

即
ち

対

象
を

内
に

映
し

て

い

る

鏡
の

ご

と

き

も
の

を

か

く

称
し
た。
」

　

　
同

辞
典
は

増
訂
版
で

あ
る

が、

そ

れ

以

前一
九
三

〇

年
版
で

ど
の

よ

う

な

記

述

が

あ
っ

た

か

に

つ

い

　

　
て

は

確
認

で

き

て

い

な
い。

（

18）
　
轟

匚

窪
y

肉

ミ
℃

9
魯
蕊
暗

篭

鳶

織
oqり
魯
ミ

心

§
黛

註
贈

ミ
鴇
団
鳴

宀
＄

謹
數

§
防

昼

ミ
ご
的

魯
款賊
Q

竃
の

…
o・

　

位

05

昌

鉱
零
一冒
勺
山

ユ
伊

勺

苣
粘一
一

旨
o。ワ
ロ「
置
c。

ら。鹽

（

19）
　

同
右
書。

（

20）
　
ラ

テ

ン

語

で

書
か

れ

た

等
§
偽

慧
ミ
廿

ミへ
翕
魯
ミ
禽
は
一
六

四

七

年
に

仏
語
訳

（

卜

跨

鷺
慧
ら

曹
騎

　

織
鳴

N
自

暦

ミ
智
恥

魯
｝

萄）

さ

れ

て

い

る。

（

21）
　
《

匚
 

仁

y
肉

ミ
鴇執
信
融
暗

卑

〉

巳
誌
じ

舘

穹
餌

ρ

《

翼
Φ

口》
卑
《

卑
窪
皀Φ》一

§
ミ

ミ

§
越
叫
鳴

忠・

　

ミ
Q

竃
ミ
“

識
職
“

ミ

§
竇
暦

詮帖執
翕

9
ミ
 囓
℃

醇冖ω’
℃

珪層
一
 

鵠’

〔
22）
　
《

匚
価

葛、
肉

§
鴇
N9

“

ミ
節

（
23）
　
英
語
で

は

ラ

テ
ン

語

δ
o

ロω
を

採

用

し

て

い

る。

〔
24）
　
《

寓

雲

8
ヨ

ヨ
ロ

弓、

ぎ
霙

9
ミ帖
丶
恥

癢

誉
“

§

黯
吻

旨

ミN8

§
譜゚。．
瓮
「°
じU

日
げ

口
「

pO

霧
除
口’

　

　
勺

襞
参
ω

Φ

⊆

崔

Φ

げ

冖
 

兀
o
σ

曾叶曽
トニ
8
幽幽

（
25）
　
幻
二

8
竃

国

芭
Φ

炉

《
矇

窪
γ

映
貸

ミ
宀
簔
蒜
§田
℃
眇

二
ω凾
Op
一
＝

ヨ
oa

」
Φ

鐸゚

（
26）
　
《

→
o
豆
ρ

器》軍

§
ミ
ト
鳴

戔

ぎ
諱．

（
27）
　
カ

ン

ト

『

純

粋
理

性
批
判
」

上、

篠
田

英
雄
訳、

岩
波
文

庫、

三

四

六
〜

三

四

七

頁。

（
28）
　
「

物
理

現

象
の

背

後
に

あ

る

も

の
」

（一
九
二

四

年）、

NKZ4

、

四

八

〜
四

九
頁、

お

よ

び

　

　
「

場
所一

二

九
二

六

年）、

NKZ4

、
二

一
〇
〜

二

一
一
頁。

（
29）

同

右
書、

四
一
〇
〜
四
一
一
頁

。

（
30）
　
NKZ4

、

六

頁。

（
31）
　
同

右
書、

三

頁。

（
32）
　
日

比

谷
公

会
堂
で

行
わ

れ

た

文
部
省
教

学
局
主

催
の

講
演
会。
NKZ12

（
一
九
七

九

年）、
三

　

　
八

七

頁、

三

九
一
頁

D

　

　

　
西

出
・
三

木

（
二

〇
Q
七

年
） 、
　一
二

頁。

ら
37）

　　　　　　　　　　
36　35　34　33）　　）　　）　　）

NKZ7

（
岩
波
書
店、
　一
九

七

九

年）。

同

右

書、

四

四

二

〜
四

四

三…
貝、

同

右

書、

四

三

〇
頁、
四

四

六

頁、

四

五

〇
頁。

同

右

書、

四

三

七
頁。

77

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星
大
学
研

究

紀
要
【

目

本
文

化
学

部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
六

号

　
二

QO

八

年

（
38
）

　
同

右

書、

四
五
一
頁

。

（
39
）

　
用

語
「

場
所
」

の

初
出
は、
『

働
く

も

の

か

ら

見

る

も
の

へ

』

の

前
編

第
一
論
文
「
内

部
知
覚
に

　
　
つ

い

て
」

（一
一
、

七

頁
）

に

お

い

て
哺、
あ

る。
「
知
る

我
と、

知
ら

れ

る

我
と、

我
が

我
を

知
る

場
所

　
　
と
が
一
つ

で

あ
る

こ

と

が

自
覚
で

あ
る。

」

〔
40
）

　
『賊
§
箝
丶
Q
義
勘
黛

的

織
鳴

、執
ミ
O
謡

（
O
勺−
三
藍o目
ロ

ヨ
ロ

ユ
o
冒

口
O

認、
O°
一『）
の

フ

ラ

ン

ス

語
翻
訳
者
・

　
　
解
説
者、
ピ

・
。

bd

話゚・
8
は、
フ

ラ

ン

ス

語
の

哲

学
用

語、
「

イ

デ」
（

三
ひ

Φ

）

は
コ

表
象
L

（
3
蔑
霤

窪．

　
　
鼠
鉱

O
づ）

を

思

わ

せ

る

が、
プ

ラ

ト
ン

の「
イ

デ

ア
」

と

は

「

実
在
」

（
H

ひ

鼈
障
ρ

＜
伽

甑→
印

σ一
 

み
餌

＝

ま
）

　
　
の

こ

と

で

あ

る

と

し
て

い

る。
ま

た、
「
イ

デ

ア」
を
臑

o
「

臼
Φ

ぼ
密
＝

碍凶
巨
Φ

と

仏

訳

し

て
い

る

の

　
　
を

受
け、

本
稿
も

こ

れ

を

採
用

し、

和
訳
し

た。

（
41）
　
r
こu
同

ジの
o
口

の

説

明

を

参

照。
《

ズ
＝

○
ヵ

ン
》圄
肉
嵩

蟶
亀

8
駄

織

蹄

サ

諍
蟄
o
的

§
評暁
心
匿

鳴

匿

ミ
吐

鳴

講
ミ

貯−

　
　
卜

騎

謹
黠

§
的

廿

ミ』
毳
§
ミ
O
窪

爰

ヨ
o

鉱

o
コ

目

巴
『Φ
尸

℃
国

ユ
切9
℃
ロ
戸

お
頓
c。．
O
」

島
ド

〔
42）
　
NKZ12

（

一
九
七

九
年
） 、
　一
六

頁。

（
43）
　
同

右

書。

（
44）
　
「

取
り

残
さ

れ

た

る

意
識
の

問

題
一

2
九
二

六

年）、

NKZ12

、

六

頁。

（
菊）
　

同

右

書、
　一
亠
ハ

百ハ。

（
46）
　
「

希
臘

哲
学
に

於
て

の

「

有
る

も

の
」

」

2
九
二

八

年）、

NKZ12

、
一
〇
三

頁。
こ

の

論
文
の

　
　
タ

イ

ト
ル

に

あ
る

旧
漢
字
は

そ

の

ま

ま

残
す。

（
47）
　
同
右
書、
　…
〇

四

頁。

（
48）
　
こ

の

点
に

つ

い

て

は、

大

熊
治

生
氏

に

詳
細
な

論

考
が

あ

る。
「
一
般
者
の

場
所
か

ら

絶
対
無
の

　
　
場
所
へ

」

『

場
所
論
の

樋
々

相

−
西

田

哲

学
を

中
心

と

し

て

ー
』

（

北

樹
出

版、
一
九

九
七
年）、
冖

　
　
八

三

頁。

（
49
）

　
NKZl

、

六

頁。

（
50）
　
NKZ4

、
「
前
編
」 。

（
51
）

　

同
右
書、

九
五

頁。

西
田

は

出

典
を

明
ら

か

に

し
て

い

な

い

が、

ア

リ

ス

ト

テ
レ

ス

の

『

形
而

上

　
　
学
』

第
七
巻、

第

三

章
「

実
体
と

し

て
一
般
に

考
え

ら

れ

る

四

つ

の

も

の

」

か

ら
の

引

用

で

あ

る

と

　
　
思

わ

れ

る。

日

本
語

訳
（
岩

崎
勉

訳、

講
談

社
学
術
文

庫、
一
九
九

八

年、
二

九

五

頁）、

お

よ

び

　
　
フ

ラ
ン

ス

語

訳
〔
ミ
§
ミ

愚
竃
→
。

耄
唄
為
蕁
餌

篝

ま
コ

9
こ
』
旨
゜

ρ

国
「

寅

く

｝
し

＄
尸

　
　
℃

』

自）
を

参
照
し

た
。

こ

こ

で

は、

岩
崎
訳
を

説

明
に

使
用
す

る
。

（
52
）

　
「

内
部
知

覚
に

つ

い

て
」、
NKZ4

、

九

五

頁。

（
53
）

　
同
右
書、

九
七

頁。

（
54
）

　
「

場
所
」 、
NKZ4

、
二

七

八

頁。

（
55
）

　
包
摂

判
断
と
西

田

の

論
理

に

つ

い

て

は、

上
田

閑

照

氏
が

詳
細
に

解
説
し

て

い

る。
『

西
閏

哲

学

　
　
を

読
む
』

（
岩
波

書
店、
…
九
九
一
年、

三

三

二

〜
三

三

五

頁
） 。

（
56
）

　
「

場
所
」 、
二
一
七

頁、
二
一
八

頁。

78

（

57）
　
「

直
観
と
意
志一

2
九
二

三

年
） 、

NKZ4

、

三

八

頁
。

（
58）
　一
表

現

作

用
」

（
一
九
二

五

年）、

NKZ4

、
一
六

六

頁。

空
o

嘆
 

国

陛
o
戸

《
乞
貯
 

仁。
信

匹

⊆

　
　
ヨ
9
》ー
ミ
。

§
毳

貯

笥

書
勘
ら

隷

§

誌

鴇
ミ
 
鬻
昼

O
巴一
巨
凶

a
 
o

ぎ
国

器

贄

お
O
刈

も
p
卜。

 

−

　
　
宣’

（
59）
　「
場
所
」 、
二

＝

三
貝。

〔
60
）

　「
序
」 、

四

頁、
お

よ
び

「

内
部
知
覚
に

つ

い

て」、

九
四

〜
九
五

頁
。

（
61）
　「
場
所
」 、
一
に

五

頁。

（
62
）

　「
講
案

　
そ

の
一
」 、
NKZ13

（
一
九
七

九

年）、

二

八

〇
頁。

（
63）
　
「
場
所一、
　
二

二亠
ハ

百ハσ

（
64）
　
NKZ5

（一
九
七
九
年）。

（
65）
　「
自
己

自
身
を

見

る

も
の

の

於
て

あ
る

場
所

と

意
識
の

場

所
」

（
一
九
二

八

年）、

NKZ5

、

九

　
　
八

〜

九

九

頁、
「

英
知
的
世
界
」

〔
一
九
二

八

年）、

NKZ5

、

＝一一
二

〜
一
二

八

頁。

（
66）
　「
英
知

的
世

界
」 、

＝
二

三

〜

＝
二
四

頁。
「．
意
志」
の

説
明
は

難
解
な
も
の

の

一
つ

で、
「

英
知

的

　
　
世

界一
に

入

る

に

は

「

意
志
」

を

超
越
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

言
わ
れ
て

は

い

る
が、

本
稿
の

先

　
　
の

引

用
に

は、
「

主
語
の

方

向
に

於
て

無
限

に

達
す

る
こ

と

の

で

き

な

い

本
体
が

見
ら

れ

る

如
く、

　
　
述
語

の

方

向
に

於
て

無
限
に

達
す

る
こ

と

の

で

き

な
い

意
志
が

見
ら

れ

る
」

と

あ

る。
こ

こ

で

の

　
　
「

本
体
」

は

「
真
の

自
己
」

に

相
当
す
る

と

考
え

ら
れ

る

の

で、

真
の

意

味
で

自
己

を

知
る

こ

と

は

　
　
無
限

に

不

可

能

で

あ

る

と

い

う

こ

と、

つ

ま
り

自
己

に

は

無
限
の

可
能
性
が

あ

る

と
い

う
こ

と

だ
と

　
　
解
釈

で

き

る。
こ

の

よ

う
に

考
え

る

と、
「
意
志
」

に

つ

い

て

も

次
の

よ

う
に

理

解
で

き

る

だ

ろ

う

　
　
か。

述
語
す

る

意

識
の

根

本
原

因
に

は

「

意
志
」

が

あ

る

が、

様
々

な

思
惟
の

中
に

は

比

較
的
容
易

　
　
に

知
識
が

成
立

す

る

場
合

も

あ

る。
言

い

換
え
る

と、

意

識
作
用

の

極
限、
つ

ま

り

「
意

志
」

に

達

　
　
し、

意
味
を

了
解
す

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る。

但
し、
「
場
所
」

の

本

質

か

ら

す
る

と、

述

語
は

無

　
　
限
に

行
わ
れ、

何
処

ま

で

も

「

意
志」
に

達
し

超
越
す

る
こ

と

は

な

い。
こ

の

述

語
や

反

省
作
用
の

　
　
「

無
限
」

に

関

す

る

問

題
の

確
認

は、

今

後
の

課
題
と

し
た
い。

（
67）
　

同
右
書、
　一
四

〇
〜
｝
四
冖
頁。

（
68）
　
「

哲
学
用
語
解
説一、
NKZ13

、
一一
五

三

頁。

（

69）
　

経
験
統
一
の

論
理

的
根

拠
で、
「

超

越

論
的
意

識
」

と
も
言
わ

れ

る
。

（
70）
　
「

総
説
」

2

九
二

九
年）、

NKZ5

、

四

八
一
頁。

（
71）
　「
善
の

研
究
」 、
NKZl

、
一
一
頁

。

（
72）
　

同
右
書、
四

〇
〜

四

＝
貝。

（
73）
　「
自
覚

的．
般
者
に

於
て

あ

る

も

の

及

そ

れ

と

そ

の

背
後
に

あ

る

も

の

と

の

関

係」
（
一
九
二

九

　
　
年
） 、

NKZ5

、
二

七

九

頁。
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